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日
子
坐
王
と
倭
建
命

古
事
記
の
原
系
譜
を
求
め
て

 
 
 

 

一 

倭

建

命

系

譜

・
大

毘

古

命

と

小

碓

命

 
カ
グ

ロ
ヒ
メ
の
名
は
古
事
記

の
中
で
三
ケ
所

に
登
場
し
、
系
譜

上
に
占
め
る

彼
女

の
位
置
は
極
め
て
特
異

で
あ
る
。

そ

の
特
異

さ
が
ど

の
よ
う
な
も

の
か
、

次

に
原
文
を
掲
げ
る
。

 

〔景
行
記
〕

 
 
A
 
倭
建
命

の
曾
孫
名

は
須
売
伊
呂
大
中

日
子

王
の
女
、
詞
具
漏
比
売
を

 
 
 

 
嬰

し
て
生

み
ま
せ
る
御
子
大
枝

王
 
 
(景
行
帝
記
)

 

.B
ゴ
其

の
海

に
入
り
た
ま

ひ
し
弟
橘
比
売
命

を
嬰

し
て
生

み

ま

せ

る

御

 
 
 

 
子
、
若
建
王

 
 
 
茸
又

一
妻

の
子
、
息
長
田
別
王
。
次

に
息
長
田
別
王

の
子
、
代
俣
長
日

 
 
 

 
子

王
。
此
の
王
の
子
、
飯
野
真
黒
比
売
命
。
次

に
息
長

真

若

中

比

 
 
 

 
売
。
次

に
弟

比
売

 
 
 

…皿
上
に
云

へ
る
若
建
王
、
飯
野
真
黒
比
売

を
嬰

し
て
生
め
る
子
、
須
売

 
 
 

 
伊
呂
大
中
日
子

王
。
此

の
王
、
淡
海

の
柴
野
入
杵

の
女
、
柴
野
比
売

 
 
 

 
を
嬰
し
て
生
め
る
子
、
迦
具
漏
比
売
命

 
 
 

拉
故
、
大
帯
日
子
天

皇
、
此

の
迦
具
漏
比
売
命

を
姿
し
て
生

み
ま
せ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
田

島

け

い

子

 
 
 

子
、
大

江
王
。
此

の
王
庶
妹
銀
王
を
嬰

し
て
生
め

る

子
、
大

名

方

 
 
 

王
。
次

に
大
中
比
売
命
。
此

の
大
中
比
売
命
は
、
香
坂

王
、
忍
熊

王

 
 
 

の
御
祖
な
り
。
(
倭
建
命
系
譜
)

 

〔
仲
哀
記
〕

 
 
C
 
此

の
天
皇
、
大
江

王
の
女
、
大
中
津
比
売
命

を
嬰
し
て
生

み
ま
せ
る

 
 
 

御
子
、
香
坂
王
。
忍
熊

王

 

〔
応
神
記
〕

 
 
D
i
迦
具
漏
比
売

を
嬰

し
て
生

み
ま

せ
る
御
子
、
川
原
田
郎
女
。
次

に
玉

 
 
 

郎
女
。

次
に
忍
坂
大
中
比
売
。
次
に
登
富
志
郎
女
。
次

に

迦

多

邊

 
 
 

王

 
 
 
・11
又
咋
俣
長
日
子
王
の
女
、
息
長
真
若
中

日
売

を
嬰
し
て
生

み
ま
せ
る

 
 
 

御
子
、
若
沼
毛

二
俣

王

 
 
 
…m
此

の
品
陀
天
皇

の
御
子
、
若
野
毛

二
俣

王
、
其

の
母

の
弟
百
師
木
伊

 
 
 

呂
邊
亦
の
名

は
弟
日
売
真
若
比
売
命
を
姿

し
て
生
め
る
子
大
郎
子
。

 
 
 
 

(
若
野
毛
二
俣

王
系
譜
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

.

 
以
上
が
、

カ
グ

ロ
ヒ
メ
及
び
彼
女
に
関
連
す

る
叙
述
の
全
て
で
あ

り
、

こ
れ

ら
の
メ
ヅ
セ
ー
ジ
を
共
通
項
別

に
整
理
す
る
と
、
彼
女
が
次
の
よ
う

な
立
場

の
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女
性

で
あ
る

こ
と
が
分

か
る
。

 
ー
 

ヤ

マ
ト
タ
ケ
ル
の
曾
孫
で
あ
る
。

A

・
B
の

i
及

び
血

 
2
 

ス
メ
イ

ロ
ナ
オ
ナ
カ
ツ
ヒ

コ
の
娘

で
あ

る
。

A

・
B
の
世

 
3
 
景
行
妃
と
な
り
、

ナ
オ

エ
王
を
生

ん
だ
。
A

・
B
の
曾

 
4
 
カ
ゴ
サ
カ
王

・
オ
シ
ク

マ
王

の
母
ナ
ナ
ナ
カ
ツ
ヒ
メ
の
祖
母
で
あ
る
。

 
 
 
B
の
拉
及
び
C

 

5
 
応
神
妃

で
あ
り
、
允
恭
皇
后
と
同
名

の
ナ
サ
カ
オ
ナ
ナ
カ
ツ
ヒ

メ
の
母

 
 
 
で
あ
る
。

 
即
ち
、

ヵ
グ

ロ
ヒ
メ
は
景
行

の
曾
孫

の
娘

で
あ
り
な
が
ら
景
行

の

妃

で

あ

り
、

ま
た
景
行

の
曾
孫
応
神

の
妃
で
も
あ

る
と
い
う
、

い
か
に
も
矛
盾
し
た
位

置

に
あ
る
こ
と

に
な
る
。

 

こ
れ
に

つ
い
て
、

日
本
古
典
文
学
大
系
本

で
は
、
A
の
頭
注

で

「
景
行
天
皇

が
そ
の
御
子
倭
建
命

の
曾
孫
を
嬰
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
は
あ
り
得

な

い

こ

と

倭
建
命丁

.

.

.
淡
海
柴
野
入
杵
-

柴
野
比
売

ー

カ

グ

ロ

ヒ

メ

ス
メ
イ

ロ
大
中

日
子
王

飯
野
真
黒
比
売

景
行
天
皇

で
、

こ
れ
は
何

か
の
理
由
で
系
譜
が
乱
れ

た
も

の
と
思
わ
れ
る
」
と
し
、

D
の

頭
注
も

「以
下
書
紀

に
は
見

え
な
い
。
誤

り
紛
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。

 

し
か
し
、

「景
行
が

ヤ

マ
ト
タ

ケ
ル
の
曾
孫

カ
グ

ロ
ヒ
メ
を

嬰

り
、

オ
ナ

エ

王
を
生
ん
だ
」

と
い
う
記
事
が
、

A
と
B
で
重
複
さ
れ
て

い
る
の
は
看
過

で
き

な
い
。

カ
グ

ロ
ヒ
メ
と
い
う
名
は
、

例
え
ぽ
兄

ヒ
メ
弟

ヒ
メ
あ
る
い
は
中

ヒ
メ

等
と
比

ぺ
て
遙

か
に
特
色
が
あ
り
、

固
有
名
詞
と
思
わ
れ
る
。
だ

か
ら
、
古
事

記
の
編
者
が
、

こ
の
特
徴
的
な
名

を
何
度
も
各

々
の
帝
紀

に
挿
入
し

て
、
読
者

の
困
惑
を
無
視

し
て
い
る

か
の
よ
う
に
振

る
舞

っ
て
い
る

の
は
、
そ
れ
が
単

に

「
誤

り
紛
れ
た
」

か
ら
だ
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
系
譜

の
乱
れ

に

は
確

か
に

「
何

か
の
理
由
」
が

あ

っ
た
に
違

い
な

い
。

 

そ
の

「何

か
の
理
由
」
を
知

る
為

に
は
、
古
事
記
の
文

脈
を

一
先
ず
肯
定
的

に
読

み
直
し
て
み
る
。
ま
ず
、
先

に
引
用

し
た
原
文
か
ら
は
、

二
種
類

の
系
譜

が
得
ら
れ
る
。

]

1

大
江
王

仲
哀
天
皇

弟
橘
比
売
命

倭
建
命

息
長
田
別
王

銀
王

大
中
比
売
命

1
香
坂
王

1
忍
熊
王

代
俣
長
日
子
王

[
○

カ
グ

ロ
ヒ

メ

一
妻

飯
野
真
黒
比
売
 
応
神
天
皇

 
 
 
 
 
 
 

一

息

長

真

若

比
売

忍
坂
大
中
比
売
命

弟
比
売

(百
師
木
伊
呂
辮
)

若
野
毛
二
俣
王

1

大
郎
子
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仲
哀
 

 
 
応
神

 
右

の
系
図
で
確
認

で
き
る
よ
う
に
、

カ
グ

ロ
ヒ
メ
が
四
代
上

の
景

行
妃

と
な

っ
た
よ
う
に
、
彼
女

の
孫

大
中
比
売
命
も
四
代
上
の
仲
哀

の
妃
と
な
り
、

そ
の

子
忍
熊

王
は
こ
れ
も
四
代
上
の
応
神
と
皇
位

を
争

っ
て
亡
ぼ
さ
れ
て
い
る
。

こ

の
こ
と
は
、

カ
グ

ロ
ヒ
メ
の
系
譜
が
矛
盾
に
満

ち
な
が
ら
も
、

そ
の
矛
盾
そ

の

 
 
倭
建
命
i

若
建
王
 
 
 
ス
メ
イ
ロ
大
中
日
子
王
 
 
 
カ
グ
ロ
ヒ
メ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一

 
 
 
開
化
 
 
 
 
崇
神
 
 
 
 
 
 
 
 
 

垂
仁
 
 
 
 
 
 
景
行

 

つ
ま
り
、
前
者

は
応
神

に
亡
ぼ

さ
れ

た
ナ

シ
ク

マ
王

の
系
譜

で
あ

り
、

こ
れ
 
 
あ
る
。

こ
の
二
種

の
系
譜

を
比
較
し

つ
つ
、
今

は

「
カ
グ

ロ
ヒ
メ
が
倭
建
命

の

は
代

々
の
母
の
名
が
完
全

に
記
入
さ
れ
て

い
る
こ
と

に
注
目
さ
れ
る
。
後
者
は
 

 
曾
孫

で
あ

り
な
が
ら
、
景
行
妃

で
あ
り
、

さ
ら
に
応
神
妃
で
も
あ
る
」

と

い
う

継
体
の
曾

祖
父
大
郎
子

の
系
譜

で
あ
り
、
こ
ち
ら
は
母

の
名
が
か
な
り
曖
昧

で
 

 
命
題
を
立
て
、
そ

の
可
能
性

を
探

っ
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

景
行
-

倭
建
命
1

[

若
建
王
ー

ス
.
イ
ロ
大
中
日
子
王
ー

カ
グ
ロ
ヒ
.
1

大
江
〒

大
中
比
売
命
-

忍
熊
王

も

の
に

一
つ
の
法
則
性
が
窺
え
る
と
言
え
る
。
各

々
対
応
す

る
者
達

の
世
代
差

は
、
彼
女
の
系
譜

の
始
祖
で
あ

る
倭
建
命
を
景
行

の
子

で
あ
る

こ
と
か
ら
解

き

放

つ
な
ら
、

一
挙

に
解
決
す
る

の
で
あ
る
。
 
(
左
図
参
照
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研

 
即
ち
、
カ
グ
ロ
ヒ
メ
の
曾
祖
父
は
、
夫
の
景
行
の
曾
祖
父
と
同
世
代
の
人
で

あ
り
、
ま
た
倭
建
命
と
呼
ば
れ
る
に
相
応
し
い
武
勇
の
人
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
条
件
を
以
て
比
定
し
得
る
人
物
を
、
古
事
記
の
中
に
容
易
に
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
。
開
化
の
兄
大
毘
古
命
も
し
く
は
そ
の
子
建
沼
河
別
命
で
あ
る
。

 
な
ぜ
な
ら
第

嚇
に
オ
オ
ビ
コ
の
母
は
穂
積
氏
ウ
ツ
シ
コ
メ
命
で
あ
る
。
若
建

王
の
母
ヲ
ト
タ
チ
パ
ナ
ビ
メ
も
景
行
紀
に
「次
妃
、
穂
積
氏
忍
山
宿
禰
之
女
、

弟
橘
媛
、
生
稚
武
彦
王
」
と
あ
っ
て
、
彼
ら
が
同
族
で
あ
る
こ
と
は
彼
ら
の
結

び
つ
き
を
考
え
る
の
に
、
有
利
で
あ
る
。

 
第
二
に
、
オ
ナ
ビ
コ
と
そ
の
子
建
沼
河
別
命
の
遠
征
に
よ
る
国
々
の
武
力
平

定
の
記
事
が
崇
神
記
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
景
行
記
に
描
か
れ
る
倭
建
命
の
事
磧

と
重
複
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
例
え
ば
、

 

「大
毘
古
命
を
ぽ
高
志
道
に
遣
は
し
、
其
の
子
建
沼
河
別
命
を
ば
、
東
の
方

大
江
王

ヲ
ウ
ス
命

大
中
比
売
命
-

忍
熊
王

仲
哀

応
神

十
二
道

に
遣

は
し

て
、
そ
の
麻
都
漏
波
奴
人
等
を
和

平
さ
し
め
た
ま

ひ
き

(
崇

神
記
)
」
と

「
爾

に
天
皇
亦
頻
き

て
倭
建
命

に
詔
り
た
ま
ひ
し
く

『
東

の

方

十

二
道

の
荒
夫
琉
神
、
及
摩
都
槙
波
奴
人
等
を
言
向
け
和
平
せ
』
(
景
行
記
)
」

を

並
べ
る
と
、
「
東

の
方
十

二
道
」

の
平
定
は
、
崇

神
の
時
代

に
は
失
敗
し

た

の

か
と
思
わ
せ
る
。

 

同
時

に
、
景
行
記

の
倭
建
命

の
出
雲
建

殺
害

に
対

応

す

る

出
雲
振
根
討
伐

が
、
書
紀

で
は
崇
神
紀

に
あ
り
、
行
為
者
も
建

沼
河
別
命
と
吉
備
津
彦

に
な

っ

て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た

い
。

つ
ま
り
、
崇
神

紀
に
描

か
れ

た
オ
オ
ピ

コ
か
建

沼
河
別
の
形
象
が
、
古
事
記
で
は
景
行
皇
子
小
碓
命
像

に
転
化
さ
れ

て
い
る
と

見
る
こ
と
が

で
き
る
。
崇
神
記

の
ナ
ナ
ビ

コ
の
記
事

は
極

め
て
簡
略

で
あ
る
。

ナ
オ
ビ

コ
は
、

山
代

の
幣
羅
坂
で
会

っ
た

「
腰
裳
服
た
る
少

女
」

の
歌

か
ら
、

タ
ケ

ハ
ニ
ヤ
ス
王
の
謀
叛
を
察
知
し
討
伐

に
向

か
う
が
、
戦

い
の
場

の
主
人

公

一3一



は
丸
遭

臣
の
祖
日
子
國
夫
玖
命

に
譲

っ
て
、
全
く
姿

を
現
さ
な

い
。

し
か
し
、

オ
オ
ビ

コ
が
重
要
な
存
在
で
あ
る
こ
と
は
、
彼
の
系
譜
上

の
位
置
づ
け
が
豊

か

に
語

っ
て
く
れ
る
。
彼

の
母
の
見

ウ
ッ
シ

コ
ナ
命

は
、
孝
元
妾
で
あ
り
開
化
妃

で
あ
る
イ
カ

ガ
シ

コ
メ
命

の
父
と
さ
れ
、
穂
積
氏
で
あ

る
と
共
に
物
部
氏
祖
と

し
て
記

さ
れ
る
。
高
志
や
出
雲

の
遠
征

に
物
部
氏
の
軍
団
を
率

い
て
い
た
で
あ

ろ
う
オ
ナ
ピ

コ
の
遠
征
と
は
、
古
事
記
上
巻

に
繰

り
広
げ
ら
れ
た

「
葦
原
中
國

の
平
定
」

と
構
図

に
お

い
て
同

じ
で
あ

る
。
「葦
原
中
國
」
平
定
の
立
役
者
は
、

物
部
氏
の
神
建
御
雷
神
で
あ

っ
た
。
さ
ら

に
、
高
志
国

に
赴

い
た
ナ
オ
ビ

コ
の

像
は
、
高
志

の
八
俣

の
遠
呂
智

を
退
治

し
た

ス
サ
ノ
オ
と
も
重
な
り
あ
う
。
出

雲
風
土
記

に
描

か
れ
る

「
天

の
下
造

ら
ま
し
し
大
神
」

オ
オ
ナ

ム
チ
。
彼

に
先

ん
じ
て
出
雲

に
降
臨
し
、

出
雲

の
民

を
苦
し
め
る
強
敵
を
討
伐

し

た

英

雄

神

が
、
古
事
記

の
ス
サ
ノ
ナ
で
あ
る
。
牙

オ
ナ
ム
チ
が

「
天

の
下
造
ら
ま
し
し
大

神
」
と
呼
ぼ
れ
る

た
め

に
は
、

ス
サ
ノ
オ
に
遇

い
、

ス
サ
ノ
オ
の
所
有

で
あ

っ

た
生
太
刀

・
生
弓
矢
を
得
る

こ
と
が

必
須

で
あ

っ
た
。
彼
は
そ
れ
で
八
十
神
を

討

ち
果
た
す
こ
と
が

で
き
た
。
換
言
す
れ
ぽ
、

ス
サ
ノ
ナ
の
武
力
を
背
景

と
し

て
初

め
て
、

出
雲

の
大
国
主
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。

オ
オ
ピ

コ
の
武
力
が
あ

っ
て
、
「
初
国
知
ら

し
し
天
皇
」

の
出
現
が
可
能
と
な

っ
た
の
で

あ

る
。

ナ
オ

ナ
ム
チ
の
嫡
妻

ス
セ
リ
ビ

メ
の
父
が

ス
サ

ノ
ナ
で
あ
り
、
崇
神

の
嫡
后

ミ

マ
ッ

ヒ
メ
の
父
が
オ
オ
ピ

コ
で
あ

る
と

こ
ろ
も
、
相
似

し
て

い
る
。

オ
オ
ナ

ム
チ
の

別
名

の

一
つ
で
あ
る
八
千
矛
神
が
高
志
国

の
沼
河
比
売
を
嬰

っ
た

話

の

直

後

に
、

ス
セ
リ
ビ

メ
の
嫉
妬
が
描

か
れ

る
が
、

そ
こ
に

「
故
、
其

の
日
子
遅

の
神

和
備
互
、
出
雲
よ
り
倭
国

に
上
り
坐
さ
む
と
し
て
」
と
記
さ
れ
る
。

こ
の
時

点

で
オ
オ
ナ

ム
チ
は
何
故
倭
国

に
行
く
必
要
が
あ
る

の
か
。
ま
た
何
故
倭
国

へ
行

く
こ
と
が

「
上
る
」
と
形
容

さ
れ
る

の
か
。
こ
れ

は
、
神
話
が
神
話
と
し
て
自

立

し
て
古
事
記
に
採
用

さ
れ

て
い
る

の
で
は
な
く
、
神
話
以
外

の
他

の
記
事
の

照
り
返
し
を
常

に
担

わ
さ
れ

て
い
る

こ
と
を
、
端
的

に
示
し
て
い
る
。

出
雲

の

国
譲
り
以
前

に
設
定

さ
れ

た
物
語

の
中

に
、
国
譲
り
以
後

の
出
雲
と
倭

の
関
係

が
反
映
し
て

い
る
。
即

ち
ナ
オ
ナ
ム
チ
は
、
倭
国

へ
上
が

ら
ね
ば

な
ら
な

か

っ

た
し
、
高
志
国

の
比
売

と
結
婚
対
策
を
取
ら
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
そ

こ
に
彼

の
現
在
の
立
場
の
基
盤
が
あ

っ
た
か
ら
だ
と
す

る
な
ら
、
崇
神

の
時
代

の
高
志

の
征

服
者
ナ
オ
ピ

コ
の
女

と
政
略

結
婚

を
し
た

で
あ
ろ
う
出
雲

の
豪

族

の
姿

と
、

オ
オ
ナ

ム
チ
は
ぴ

た
り
と
重
な
る
。

オ
ナ
ピ

コ
の
子
息

の
名

は
建

沼
河
別

で
あ
る

か
ら
、

そ
の
娘
が
沼
河
比
売

の
名

を
持

っ
て
い
る
こ
と
も
、
大

い
に
あ

り
得
る
。
ナ
オ
ナ

ム
チ
は
、

ス
サ
ノ
オ
か
ら

「
葦
原
色
許
男
」
と
呼
ば
れ
る
。

殆
ど

の
注
釈
書

が
、
書
記

の
醜
男

の
表
記

か
ら
そ

の
ま
ま

「
葦
原
中
国

の
醜

い

男

の
意
」
と
し
て

い
る
が
、
そ
れ

で
は

ス
セ
リ
ピ

メ
の

「甚
麗
し
き
神
来

ま
し

つ
」
と

い
う
言
葉

に
抵

触
す

る
。
蔑

称
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
果

た
し
て
そ
う

で
あ
ろ
う

か
。
崇
神

の
周
囲

の
皇
后
や
外
戚

は
、
内
色
許
男
命

・
内
色
許
売
命

・
伊
迦
賀
色
許
男
命

・
伊
迦
賀
色
許
売
命

と
言
う
。

こ
れ
ら
高
貴
な
人

々
の
シ

コ
オ

・
シ

コ
メ
と
は
何
か
。
葦
原
色
許
男

の
シ
コ
オ
も
、
彼
ら
と
同

じ
語
根

で

は
な
い
だ

ろ
う

か
。
建
内
宿
禰

の
名

か
ら
美
称

の

「
建
」
と
姓

の

「
宿
禰
」

と

を
除
く

と
、
固
有

の
名
と
し
て

「
内
」
が
残
る
が
、
彼

は
内
色
許
男
命

の
曾
孫

に
当

た
る
。
即

ち
、
内
色
許
男
命

も
そ

の
名

の
核
は

「
内
」
で

あ

り
、
「
色
許

男
」
と
は
、
姓
制
定
以
前

の
位
乃
至
身
分
を
表

す
呼
称

で
は

な

か

っ
た

ろ

う

か
。
出
雲
神

話
の
主
人

公
は
、
出
雲
本
来

の
名
と
し
て
は
、

ナ
オ
ナ

ム
チ
で
あ

っ
た
が
、
倭

の
援
助

に
よ

っ
て
出
雲
周
辺
の
国

々
を
統

一
す

る
こ
と
で
、

大
国

主
神

と
な
り
宇
都
志
国
玉
神
と
成

っ
た
も
の
の
、
倭

か
ら
見
れ
ぽ
、
倭

の
高
級

貴
族
と
ほ
ぼ
同
列

の

「
葦
原
色
許
男
」

に
す
ぎ
な
か

っ
た
。

 

神
話

の
時
間

に
い
る
オ
オ
ナ
ム
チ
と
、
崇
神

の
時
代

の
言
わ
ぽ

歴
史
的
時
間

に
棲
む
人

々
に
、
「
色
許
男
」
と

い
う
称
号
が
共
通
す
る
わ
け
で
あ

る

が
、

こ
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の
二
つ
の
異
な
る
次
元

の
要

に
、

オ
オ
ビ

コ
の
伝
説
が
横
た
わ

っ
て
い
た

の
だ

と
思
う
。

オ
オ
ビ

コ
の
英
雄
伝
説
は
、
出
雲

に
お
け

る
神
話
と
し
て
増
殖
さ
れ

再
編

さ
れ

て
い

っ
た
。
そ

し
て
本
来

の
人
間
オ
オ
ビ

コ
の
姿
は
、

む
し
ろ
取
捨

さ
れ

て
い

っ
た

の
で
は
な
い
か
。
オ
オ
ビ

コ
の
子
建
沼
河
別
命
も

「
東

の
方
十

二
道
」
平
定

の
英
雄
と
し
て
、
も

っ
と
喧
伝
さ
れ
て
よ
い
存
在
で
あ

っ
た
。
因

み
に
、
倭
建
命
を
天
皇
と
し

て
記
録
す
る
回
数
が
最
も
多

い
の
は
、
『
常

陸

風

土
記
』

で
あ
る
。
東
国

に
お
い
て
こ
そ
、
倭
建
命

の
人
気
は
高
か

っ
た
の
で
あ

る
。

し
か
し
、
景
行
記

の
ヲ
ウ

ス
命

の
東
征
は
、
英
雄
課
と
し
て
よ
り
む
し
ろ

「
流
離

の
貴
人
」

の
物
語
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
濃

い
。
彼

の
西
征

に
お
け
る

戦
闘
的
な
姿
と
比

べ
る
と
そ

の
感
想

は
い

っ
そ
う
強

ま
る
。
か

つ
て
東
国
を
席

巻

し
た

「
倭
建
命
」
の
伝
説
は
、
本
来

の
オ
オ
ビ

コ
や
建
沼
河
別
命

か
ら
切
り

弟
橘
比
売

若
建
王

離

さ
れ

て
、

ヲ
ウ
ス
命

の
物
語

に
挿

入
さ
れ

た
時

に
、

こ
の
よ
う
な
変
質
を
遂

げ
た

の
で
あ

る
。
そ

こ
に
古
事
記
編
老

の
創
意
乃
至
嗜
好
が
あ

っ
た
わ
け

で
あ

る
が
、

オ
オ
ビ

コ
の
系
譜
ご

と
ヲ
ウ

ス
命

に
付
け

た
と

こ
ろ
に
、
先

に
示
し
た

カ
グ

ロ
ヒ
メ
の
場
合

の
よ
う

な
破
綻
が
生

じ
た
の
で
あ
る
。

 

次

に
、

「
カ
グ

ロ
ヒ
メ
が
景
元
妃

で
あ
り
、

ま
た
応
神
妃

で
も

あ

る
」

と
い

う
命
題
に

つ
い
て
考
察

す
る
が
、

こ
れ
は
息
長
真
若
中
比
売
の
系
譜

(継
体

の

祖
)
と
関
連
づ
け
て
説
明

し
て
み
た
い
。

 

先

に
挙
げ

た
二
種
類
の
系
譜
は
、
カ
グ

ロ
ヒ
メ
の
祖
母
飯
野
真

黒
比
売

(若

建
王
妃

)
と
息
長
真
若
中
比
売
と
が
姉
妹

で
あ
る
と

い
う
記
事

(
B

の
証
)

に

よ

っ
て
、

一
点

で
結
び

つ
き
、
次

の
よ
う
に
並
列

し
て
眺
め
得

る
。

景
行

倭
建
命

一
妻

息
長
田
別
王

状
俣
長
日
子
王

ス
メ
イ

ロ
大
中
日
子
王

飯
野
真
黒
比
売

カ

グ

ロ

ヒ

メ

応
神

大
江
王

若
沼
毛
二
俣
王

 

こ
れ

は
世
代
と
し
て
矛
盾
す
る
系

図
で
あ
る
が
、
中

心
に
応
神

を
据

え
る
と

世
代
が
揃
う
。

つ
ま
り
、

カ
グ

ロ
ヒ
メ
と
息
長
真
若
中
比
売
は
共

に
応
神
妃

で

あ
り
、
父
系

で
は
別
系
統

の
家
筋
な
が

ら
、
共

に
倭
建
命

の
三
代
孫
で
あ
る
。

し
か
し
、

カ
グ

ロ
ヒ
メ
を
焦
点

に
す
れ
ぽ
、
景
行
と
応

神
と
が
同
世
代

の
ま
ま

に
な
り
、
矛
盾

は
残
る
。

そ
こ
で
、

こ
こ
に
も
う

一
つ
の
仮
説
を

導

入

し

た

息
長
真
若
中
比
売

い
。
上
宮
記

に
見

え
る
系
図
を
、

こ
の
図

に
重
ね
て
み
る
の
で
あ
る
。

 
上
宮
記

で
は
、
大
郎
子

の
父
は
若
沼
毛

二
俣
王
で
あ
る
が
、
祖
父

は
応
神

で

は
な
く

ホ
ム
ッ
ワ
ケ
と
な

っ
て
お
り
、
垂
仁
皇
子

ホ
ム
チ
ワ
ケ
と
同

一
人

と
目

さ
れ

る
。

つ
ま
り
カ
グ

ロ
ヒ
メ
の
夫
が
応
神

で
は
な
く
ボ

ム
チ
ワ
ケ
だ

っ
た
と

す

る
な
ら
、
も
う

一
人
の
夫
景
行
も
垂
仁
皇
子

オ
シ

ロ
ワ
ケ
で
あ
る
か
ら
、
彼
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ら
三
人
は
全
く
同

一
世
代

の
人

々
と
し
て
、
新

た
な
光

を
帯

び

て

く

る
。
即

ち
、
カ
グ

ロ
ヒ
メ
を
中
心

に
し

て
、

垂
仁

の
二
人

の
皇

后
が
伝
え
る
二
種

の
系

統
、
春
日

の
サ
ホ
ピ

メ
系
と
丹
波

の
ヒ
パ
ス

ヒ
メ
系
と
が
、

こ
こ
に
対
応

し
て

現
れ

て
い
る
の
で
あ

る
。

 
 
 

(1
)
 

 

 

 

 

讐
マ
ζ
柔
ウ

 
先

の
論
文
で
も
触
れ
た
が
、
日
子
坐
王
の
系
図
と
倭
建
命

の
物
語
は
古
事
記

の
全
体
的
な
構

造
に
お
い
て
同
様
な
位
置

に
あ

る
が
、
彼

ら
の
役
割
は
物
語

の

別
個

の
要
素
と
し
て
ぼ
ら
ぽ
ら

に
存
在
す
る
の
で
は
な

い
。
古
事
記
の
世
界
を

紡
ぎ
出
す
動
的
な
要
因
と
し

て
、
古
事
記

の
編
者

に
よ

っ
て
選
び
取
ら
れ
た
の

で
あ
り
、
そ
の
事

は
、
日
子
坐
王

の
系
譜

の
分
析

に
よ

っ
て
、
漸
次
明

ら
か
に

な

っ
て
く
る
の
で
あ

る
。

二
 

日
子
坐
王
の
系
譜
と
神
話

 

日
子
坐
王

の
名
が
古
事
記

に
登
場
す
る
の
は
、
開
化
記
と
崇
神
記

の
ニ

ケ
所

で
あ

る
。

 

ま
ず
開
化
記
で
、

日
本
書
紀

で
は
全
く
省

か
れ
て
い
る
彼
の
系
譜
が
、
天
皇

よ
り
も
膨
大
な
姿

で
現
れ
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。

日
子
坐
王
は
、
山
代

の
荏

名
津
比
売

・
沙
本

の
大
闇
見
戸
売

・
息
長

の
水
依
比
売

・
叔
母
の
蓑
那
都
比
売

命

の
四
人

の
妻

の
間
に
、
十

五
名

の
子
を
生

ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
文

で

は

「
凡
そ

日
子
坐
王

の
子
、
併

せ
て
十

一
王
な
り
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ

で
あ

ろ
う

か
。

 

父
の
開
化
天
皇
は
、
「春

日
の
伊
邪
河
宮

に
坐
し
ま
し
て
天
の
下
治

ら
し
め
」

た
方

で
あ

り
、

こ
の
地
で
亡
く

な

っ
た
。
「
御
陵
は
伊
邪
河

の
坂
の
上

に

在
」

る
と
い
う
。

つ
ま
り
、
開

化
天

皇
は
生
存
中
も
死
後

も

「
春

日
」
と
い
う
土
地

と
深
く
結

び
つ
い
て
い
る
。

だ
か
ら
、

そ
の
皇
子
で
あ
る
日
子
坐
王
の
妻

の
な

か

に
、
沙
本

の
大
闇
見
戸
売

は
春

日
の
建
国
勝
戸
売

の
女
と
明
記
さ
れ
て

い
る

こ
と
に
よ

っ
て
、

と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
。
彼
女
は
お
そ
ら
く
有
力

な
背
景

を

持

っ
て
い
た

に
違

い
な

い
。
彼
女

の
女
サ
ホ

ヒ
メ
は
、

垂
仁
の

皇

后

と

な

っ

た
。
さ
ら

に
そ

の
兄

サ
ホ
ピ

コ
王

は
、
自
ら
即
位
を
望
む
程

の
人
物

で
あ
る
。

サ
ホ
ビ

コ
が
単

に
野
心
家
で
あ

っ
た
と
い
う
だ
け

で
は
な
く
、
彼

の
立
場
が
手

を
伸
ば

せ
ぽ
届
き
そ
う
な
ぐ
ら
い
皇
位

に
近
か

っ
た
の
で
は
な

い
か
。

そ
れ
で

も
彼

は
単
独

で
は
叛

乱
を
断
行
し
な

か

っ
た
。
妹

に

「
夫
と
兄
と
何

れ
か
愛
し

き
」

と
問

い
、
「
兄
ぞ
愛
し
き
」

と
の
答
え
を
得
て
、
「
汝
、
誠

に
我

を
愛
し
と

思
は
ば
、
吾
と
汝
と
天

の
下
治

ら
さ

む
」
と
謀

っ
た
。
そ
れ
は
サ
ホ
ピ

メ
の
内

包
す

る
力
と
権
威
と
が
、

皇
位
寡
奪

の
名
目
や
必
然
性

に
お
い
て
、
要

請
さ
れ

た
か
ら

で
あ
ろ
う
。
そ

の
こ
と
は
、
稲
城
も
ろ
と
も
焼
き
殺
さ
れ
よ
う
と
す
る

皇
后
に
対

し
て
、
垂
仁
が
呼
び
か
け

た

「
汝

の
堅
め
し
美
豆
能
小

紐
は
誰

か
も

解

か
む
」
と

い
う
言
葉

に
も
反
映

し
て
い
る
。
そ
し
て
謀
叛
し
た
妻

の
指
名

に

よ

っ
て
、
天
皇

の
次

の
正
妃
が
決
定

さ
れ

る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り

サ
ホ
ピ

メ
と

は
皇
后
で
あ
る
以
上
に
、
春
日

・
沙
本

の
地

一
帯

の
古

い
宗
教
的
権
威
を
継
承

し
た
女
性
で
あ

っ
た
と
思

わ
れ
る
。
後
世

の
天
武
天
皇
妃
藤
原
夫
人

に
次

の
歌

が
あ
る
。
「
吾
が

丘
の
 
寵
神

に
言

ひ
て
降
ら
し

め
し
 
雪

の
挫
し
 
そ

こ

に

散
り
け
む
」
(
万
葉
集
巻

二
)
藤
原
氏
で
あ
る
妃

は
、
水
を
管
理
す

る
神

聖

な

職
を
持

っ
て
い
た
か
ら
、
神

に

「
雪
を
降

ら
し
あ
よ
」

と
命
じ
る

こ
と
も
可
能

で
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
春

日
大
明
神

に
庇
護

さ
れ
る
藤

氏
の
妃
達

に
、
春
日

勝
戸
売
や
沙
本
の
大

闇
見
戸
売

の
子
孫
で
あ
る
サ
ボ
ピ

メ
を
対
比

し

て

み

れ

ぽ
、
「
春
日
」

の
地
名
と
結

び

つ
い
た
水
を
祭

る
女
主
宰
者

と
し
て
の
彼

女

の

像

は
、

よ
り
鮮
明

に
な
る
。

 

日
本
書
記
は
、
沙
本
毘
古

・
沙
本
毘
売
を
狭
穂
比
古

・
狭
穂
比
売

と
表
記
す

る
が
、

こ
ち
ら

の
方
が

よ
り
ふ
さ
わ
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
の
名

を
両

親
の

下

に
置

く
時
、
紛
れ
も
な
く
、

ひ
と

つ
の
神
話

の
構
造
が
浮
上
し
て
く
る
か
ら
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で
あ
る
。
日
子
坐

王
と
は

「
日
の
御
子

で
あ
ら
れ
る
王
」

と
い
う

意

味

で

あ

り
、
大

闇
見
戸
売
と
は

「
水
の
女
」
を
表
す
。
そ
し
て
彼
ら
の
子

で
あ
る
狭
穂

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(2
)

比
古

・
狭
穂
比
売
と
は
、
光

の
御
子
と
水
の
女
の
問

に
誕
生
し
た
穂
の
子
供
達

と
い
う
、
ま
さ

に
日
向
神
話
と
同
じ
構

図
を
示
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

 

「
日
向
神
話
」

に
限
ら
ず
、
皇
統

の
始

ま
り
を
語
る
神
代

の
巻
全
体
が
、
イ

ザ

ナ
ギ

・
イ
ザ
ナ
ミ
を
始
祖
と
す
る

「
光

と
水

と
穂

の
系
譜
」

を
描

い
て

い
る

と
言
え
る
。
そ
し
て
こ
の
系
譜

の
中

で
中

心
に
あ
る

の
は
、
実

は

「
水
」
な
の

で
あ
る
。

 
古
代
日
本

で
は
、
殆

ど
海

に
繋
が
る
氏
族

と
同
じ
数
だ
け
海

の
神

々
が
あ

っ

た
よ
う

で
あ
る
。

そ
れ

は
例
え
ぽ

「海
神

の
い
ず
れ

の
神
を
斎
は
ぼ

か
 
行
く

さ
も
来
さ
も
舟

の
速
け
む
」
(
万
葉

集
巻

九
入
唐
使

に
贈
る
歌
)
等

に
窺
え
る
。

実
際
古
事
記
が
語

る
天
地
創
造

・
最
高
神

の
誕
生

・
天
孫
降
臨
は
、
ま
た
水

の

神

々
発
生

の
プ

ロ
セ
ス
で
も
あ
り
、

そ
こ
に
現
れ

る
海

の
神

水
の
神

の
豊

か
さ

は
、

日
本
が
如
何
に
水
と
関
係

の
深

い
国
で
あ

る
か
を
示
し
て

い
る
。

 

日
向

の
橘

の
小
門
の
阿
波
岐
原
で
、

三
貴
子

の
誕
生

に
先
ん
じ
て
イ
ザ

ナ
ミ

か
ら
生

ま
れ

た
の
は
、
安
曇
連
等

の
祖
神
さ
ら

に
墨

江
の
三
前

の
大
神

で
あ

っ

て
、

い
ず
れ
も
海
や
航
海

に
因

む
神

々
で
あ
る
。
次

に
海
原

に
日
が
昇

り
月
が

配
さ
れ

る
よ
う

に
ア

マ
テ
ラ
ス
と

ツ
ク

ヨ
ミ
と
が
生

ま
れ
、
最
後

に
ス
サ
ノ
オ

が

登
場
す

る
。

ス
サ
ノ
オ
は
、
父
神

か
ら

「海

原
を
知
ら

せ
よ
」
と
命

じ
ら
れ

た
よ
う
に
、
も
と
も
と
は
海

の
大
神
と
な
る
は
ず

で
あ
り
、
ツ

ク
ヨ
ミ
も
書
紀

で
は
海

の
盟
主
と
さ
れ
て

い
る
か
ら
、
イ
ザ

ナ
ギ
は
太
陽
神
を
除
く
と
全

て
海

洋
を
生

ん
だ

の
で
あ
る
。

 
次

に
、
天

の
安
河

の
宇
気
比

で
ア

マ
テ
ラ

ス
は
オ
シ
ホ
ミ
以
下
五
柱

の
男
神

を
得
る
が
、
時

を
同
じ
く
し
て
ス
サ
ノ
オ

の
剣

か
ら
生

ま
れ

た
三
柱

の
神

は
、

「
胸
形

の
以
ち
い

つ
く
三
前

の
大
神
」
即
ち
海

の
女
神

達

で

あ

っ
た
。
そ

し

て
、

ホ
ノ

鵯=
一
ギ

・
ホ
ホ
デ

ミ

・
ウ
ガ
ヤ
フ
キ

ア

エ
ズ
の
日
向

三
代

を
経

で
、

初
代

の
人
皇

ワ
カ

ミ
ケ
ヌ
に
至

る
ま
で
、
彼
ら

の
妻

や
母
は
大
綿

津
見

や
大
山

津

見

の
女
等
、
皆
水

に
繋
が
る
女
神

で
あ
る
。
彼
ら

の
系
譜

は
、
輝
く

ア

マ
テ

ラ
ス
を
中

心
に
し
て
、
穂

の
神

々
と
、

そ
れ
を
包

み
こ
む
よ
う
に
し
て
取
り
巻

く
水

の
神

々
に
よ

っ
て
成
立
し
て
い
る
。
あ

た
か
も
、
太
陽

の
子
が

噌
粒

の
光

の
雫
と
し
て
地
上

に
ご
ぼ
れ
、

水
に
受
け

止
め
ら
れ

て
、
稲
が
生

ま
れ
育

ち
、

先
ん
じ
て
命
名

さ
れ

て
い
た
と
お
り
の
豊
葦
原
水
穂

の
国
が
成
就

さ
れ
て
い
く

過
程
を
、

そ
れ
は
象
徴
し

て
い
る
。
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
-

 

こ
れ
ら
水

の
神

の
中

で
、
大
山
津
見

は
特

に
重
要
な
位
置

を
占

め
る
。

そ
の

女
達
、
木
花
佐
久
夜
比
売
は

ホ
ノ

ニ
ニ
ギ
の
妻
、
神
大
市
比
売

は

ス
サ
ノ
ナ
の

妻
、
木
花
知
流
比
売

は
ス
サ
ノ
ナ
の
子

ヤ
ジ

マ
シ
ヌ
ミ
の
妻

で
あ
る
。

ま
た
、

ス
サ
ノ
オ
が

八
俣
め
遠
呂
智
を
退
治
し
て
、
大
山
津
見

の
孫
奇
稲

田
比
売

と
結

ば
れ
た
り
、
神
大
市
比
売
と

の
間
に
大
年
神

や
宇
迦
之
魂
神

を
生

ん
で

い
る
の

は
、

つ
ま
り
治
水
に
成
功
し
た
天

つ
神
が
、
大
山
津
見
直
系

の
女
神

達
と
の
間

に
、
収
穫

に
因
む
神

々
を
生

ん
だ
と

い
う
こ
と
で
あ

る
。
大
山
津
見

の
原
型
が

田
の
神

で
あ
る

こ
と
が
、

こ
こ
か
ら
分

か
る
。
山

は
自
然

の
ダ

ム
で
あ
る
。
樹

木
が
雨
を
吸

い
土
に
滲

み
通
ら

せ
て
水
を
保
ち
、

そ
れ
は
徐

々
に
下
方

へ
移
動

し
て
田

の
水
源
と
な
る
。
実

に
山

の
神
が

水
の
神

で
あ
り
田
の
神

で
あ
る
こ
と

は
、
論
理
と
し
て
も
当
然

で
あ

っ
た
。
古
事
記

の
中

に
も
、
大

山
津

見
と
野
椎

神

と
が
山
野

に
因
り
て
持

ち
別
け
て
、

天
之
狭
霧
神

や
国
之
闇
戸
神

等
霧

や
水

の
神

を
生

ん
だ
と
あ
り
、
山
が
内
包
す
る
た

っ
ぷ
り
と
し
た
水
分

の
神

格

化

が
、

そ
こ
に
既

に
語

ら
れ

て
い
る
。
興
味
深

い
こ
と
に
、
古
事
記
と
日
本
書
紀

で
は
、
大
山
津
見

の
性
別
が
異
な

っ
て
い
る
。
古
事
記

で
は
、.
木
花
佐
久
夜
比

売
が

「
僕
が
父
大
山
津
見

」
と
呼

ん
で
い
る

よ
う

に
男
性

の
神

で
あ

る
が
、
書

紀

の
本
文

で
は

「
妾
は
是
、

天
神

の
大
山
祇
神
を
嬰
き
て
生

ま
し
め
た
る
児

な
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り
」

と
あ

っ
て
、
母
神
と
な

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
天

つ
神

と

の
間

に
太
陽

の
御

子

の
妃
と
な
る
女
を
生
ん
だ
の
が
、
大
山
津
見
な

の
で
あ
る
。

そ
し
て
天

つ
神

と
水

の
女
神

と
の
子

で
あ
る
花

の
女
神
が
、
光

の
御
子
と
の
間
に
、
天
皇
家

の

始
祖

を
生
ん
だ

の
で
あ
る
。
も
と
も
と

「
山

の
神
」
は
近
世

に
至
る
ま
で
女
性

像

と
し
て
伝

え
ら
れ

て
い
る
こ
と

で
も
あ
り
、

お
そ
ら
く
日
本
書
紀

に
採
ら
れ

た
伝
承

の
方
が
、
水

の
女
神

と
し
て
の
大
山
津
見

の
原
型
を
伝

え
て
い
る
と
思

わ
れ

る
。

い
ず
れ

に
せ
よ
、
天

つ
神
が
大
山
津
見
も
し
く
は
そ
の
分
身
と
し

て

の
水
の
女
神
と
婚

し
て
、
地
上
の
王
の
祖
が
生

ま
れ
る
と

い
う
パ
リ

エ
ー
シ

ョ

/
は
、
古
事
記

に
も
風
土
記
に
も
多
数
見

ら
れ
る
。
そ
し
て

こ

れ

は
、
「
い
ず

れ
の
神
器
も
天
神
と
水

の
女
神
と

の
結
婚

よ
り
発
祥
し
た
王
家
の

始

祖

が

持

(3
)

つ
」

と
い
う
、
世
界

レ
ベ

ル
の
神
話

の
文
法
と
合
致
す
る
。

 
以
上
に
述
ぺ
た
神
話
と
日
子
坐

王
の
系
譜

の
構
造

と
が
、
ま
た

サ
ホ
ビ

メ
と

木
花
佐
久
夜
比
売

の
位
相
が
、
殆

ど
同
心
円
を
描

い
て
い
る
こ
と

に
注
目
を
し

た

い
。

 

サ
ホ
ヒ
メ
は
、

「若

し
此

の
御
子

を
、
天
皇

の
御
子

と
思

ほ
し
看

さ

ば
、
治

め
賜
ふ
ぺ
し
」
と
言

っ
て
、
稲
城
炎
上
の
直
前

に
わ
が
子

ホ
ム
ツ
ワ
ケ
を
差
し

出
し
た
が
、

こ
の
状
況

は
、
木
花
佐
久
夜
比
売
が

ホ
ノ

一=
一
ギ
に

一
夜
で
妊

っ

た
の
を
疑
わ
れ
て
、
「
吾
が
妊

み
し
子
、
若
し
国

つ
神

の
子

な
ら
ぽ
、
産

む

こ

と
幸

か
ら
じ
。
若
し
天

つ
神

の
御
子
な
ら
ぽ
幸

か
ら
む
」

と
誓

っ
て
、
産
屋

に

火

を
放

っ
て
出
産
し
た
と
い
う
日
向
神
話

を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
そ
れ
だ
け

で
な

く
、
水

の
神

の
娘

で
あ
る
木
花
佐
久
夜
比
売

と
は
、
ま
さ
し
く
春

の
精

に
ふ
さ

わ
し
い
名

で
あ
る
が
、
後
世

の
歌
集
で
見

る

「
さ

ほ
ひ
め
」

も
ま
た
春

の
女
神

な
の
で
あ
る
。
様

々
な
歌
集

に
、
彼
女
は
花

や
柳

や
霞

の
精

と
し
て
の
雅
び
や

か
な
姿
を
現
す
。

 
 
さ
ほ
姫

の
染
め
行
く
野
べ
は
み
ど
り
子

の
神
も

あ
ら
わ
に
わ
か
な

つ
む
ら

 
 
し

 
 
さ
ほ
ひ
め
や
霞
の
衣

お
り

つ
ら
ん
春

の
み
空

に
あ
そ
ぷ

い
と
ゆ

ふ

 
 
さ
ほ
ひ
め
の
お
り
か
け
さ
ら
す
う
す
は
た
の
か
す

み
た
ち
き
る
は
る
の
の

 
 
ぺ
か
な

 
 
さ
ほ
ひ
め
の
手
染
の
糸
を

よ
り
か
け
て
霞

の
玉

ぬ
く
春

の
青
柳

 
 
さ
ほ
ひ
め
の
お
も
か
げ
さ
ら
ず
お
る
は
た
の
霞
た

ち
き
る
は
る
の
の
ぺ
か

 
 
(4
)

 
 
な

 

こ
れ
ら
の
さ

ほ
ひ
め
は
、
さ
ら

に
歌
集
の
中

に
散
在
す
る

「春

日
野
」

の
歌

達
と
重

な
り
合
う
。

 
 
春

日
野

の
草
葉
は
焼
く
と
み
え
な
く

に
下
も
え
わ
た

る
春
の
さ
わ
ら
び

 
 
か
す
が
野

は
け
ふ
は
な
や
き
そ
わ
か
草
の

つ
ま
も

こ
も
れ
り
我

も

こ
も
れ

 
 
(5
)

 
 
り

 
燃
え
る
春

日
野
、
燃
え
る
若
草
山
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
萌
え
る
野
萌
え
る
山

と
重
な
る
。

火
に
切

り
拓
か
れ
て
、
季
節
は
改
め
ら
れ
る
。
そ

の
時
女
神

さ
ほ

ひ
め
は
姿
を
現
す

の
で
あ
る
。

 
奈
良

の
都

の
東

を
流
れ
る
佐
保
川

を
遡
れ
ば
、
佐

保
山
が
あ
り
春
日
野
が
あ

る
。
そ

の
燃
え
る
野

を
背
景

に
し
て
浮

か
び
上
が
る
佐
保
姫

と
は
、
稲
城

の
炎

の
中

に
消
え
た
垂
仁
皇
后

サ
ボ
ピ

メ
と
同

一
人

で
あ

っ
て
は
い
け
な

い
だ
ろ
う

か
。

 

サ
ボ
ピ

メ
が

ホ
ム
ツ
ワ
ケ
を
差
し
出

し
た
時
、
自
ら
は
捕
ら
え
ら
れ

な
い
よ

う
に
髪

を
剃

り
落
と
し
、
衣
服
も
手
に
巻

い
た
玉

の
緒
も
腐
ら
せ
て
お
い
た
。

こ
こ
に
は
肉
体

の
腐
食

の
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
。
彼
女
は
炎
の
中

に
滅

び
、
子
供

が
残
さ
れ
た
。

ひ
と

つ
の
季
節
が
終

り
も
う
ひ
と
つ
が
始
ま
る
。
世
代

と
い
う

サ
イ
ク

ル
の
季
節
が
。

こ
れ

は
冬

か
ら
春

へ
の
自
然

の
変
わ
り
目

を
象

ど
る
佐
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保
姫
と
意
味

に
お
い
て
同

一
の
構
造
を
示
し
て
い
る
。

 

サ
ホ
ビ

メ
だ
け

で
は
な
く
、
炎

に
包
ま
れ
る
母
と
は
古
事
記

に
度

々
現

れ
る

モ
テ

ィ
ー
フ
で
あ
る
。

イ
ザ

ナ
ミ
が
そ
う
で
あ

っ
た
。
文
字
通
り
火
の
神

を
産

む

こ
と
で
、
彼
女
は
焼
け
死
ん
だ
。
そ
し
て
、
そ

の
死
体

の
尿

に
は
彌
都
波
能

売
神

・
和
久
産
巣
日
神
が
成

っ
た
と

い
う
。
水

の
神
、
農
産

を
掌
る
神
達

で
あ

る
。
こ
こ
に
も
、
焼
滅

に
よ
る
生
産

と
復

活
と
が

イ
メ
ー
ジ
さ
れ

て
い
る
。
木

花
佐

久
夜
比
売
も
前
述

の
よ
う
に
産
屋

に
火
を
放
ち
、
燃
え
る
炎
の
中

で
火
照

命

・
火
須
勢
理
命

・
火
遠
理
命

の
三
人

は
生
ま
れ
た
。
火
遠
理
命

の
亦
名

は
天

津
日
高

日
子
穂
穂
手
見
命
。
「
火
」

は

「
穂
」

に
転
化
し
て
、
火

の
中

か

ら

生

じ
た
豊
饒
を

こ
れ
は
最
も
直
戯

に
表

し
て
い
る
。
ま
た
、

炎
は
登
場

し
な

い
も

の
の
、

ス
サ
ノ
オ
に
殺
さ
れ
た
大

宣
津
比
売

の
死
体
か
ら
粟

や
桑
が
成

っ
た
と

い
う
神
話
も
、
話

の
核

に
同
様

の
発
想
を
有
し
て
い
る
。
殺
さ
れ
た
母
、
虐
殺

さ
れ

た
女
神
。

こ
の
延

長
に
垂
仁
皇
后
も
位
置
づ
け
得

る
。

サ
ホ
ビ

メ
の
物
語

と
は
、
氏
族
の
絆

の
為

に
愛
す
る
夫
と
心
な
ら
ず
も
敵
対
し
、
自
滅
し
た
悲
劇

の

ヒ
ロ
イ
ン
の
歴
史
的
伝
承

の
か
た
ち
を
と
り

つ
つ
、
深
く
神
話

の
根

に
根
差

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と

に
照
ら
し
返
さ
れ

て
見
え
て
く
る
垂
仁
記

の

全
体
が
、
「
神
話
」
の
寄

せ
集

め
で
あ
る
と
言

っ
て
よ
い
、

と
思
う
。
例

え

ぽ

垂
仁

の
後

の
皇
后
と
な

っ
た
ヒ
バ

ス
ヒ
メ
の
妹

マ
ド

ノ
ヒ
メ
の
哀
話

は
、
そ

の

後

に
置
か
れ
た
タ
ジ

マ
モ
リ
の
悲
劇
と
呼
応

し
て
、
醜

い
岩
長
比
売
を
斥
け
た

為

に
短
命
に
終
わ
ら
ね
ぽ

な
ら
な

か

っ
た
ホ
ノ

一=
一
ギ

の
運
命
を
、
彷
彿
と
さ

せ
る
。
天
皇

は
又
し
て
も
同
じ
過
ち
を
冒
し
て
し
ま

っ
た
、
と

い
う
メ

ッ
セ
ー

ジ
の
同

一
性

に
お

い
て
、
垂
仁
記
は
日
向
神
話
と
重
な
り
合
う
だ
け
で
な
く
、

ホ
ム
ツ
ワ
ケ
の
段

に
至

っ
て
出
雲
神
話

と
も
ま
た
交
渉
を
持

つ
。
炎
上
す
る
稲

城

の
中

で
生

ま
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
「
火
」

の
音

を
含
む

ホ
ム
ツ
ワ
ケ

と

命

名
さ
れ
た
こ
の
皇
子
は
、
誕
生
そ

の
も
の
が
既

に
神
話

の
範
疇

に
組
み
入
れ
ら

れ

て
い
る
わ
け
で
、

さ
ら

に
、
大
人

に
な

っ
て
も
言
葉
を
発
し
な
か

っ
た
と
い

う
そ

の
人
と
為

り
は
、
出
雲
風
土
記

の
ア
ジ
ス
キ
タ
カ
ビ

コ
ネ
の
形
象

と
相
似

の
関
係

に
あ
る
。
彼
ら
は
単

に
形
象
だ
け

で
は
な
く
、
系
譜

や
立
場

に
お
い
て

も
似

て
い
る
。

ア
ジ
ス
キ

タ
カ

ビ
コ
ネ
が

日
向

の
タ
ギ
リ
ピ

メ
を
母

と
し
、
大

国
主
命

を
父
と
し

て
い
る
よ
う
に
、

ホ
ム
ツ
ワ
ケ
は
日
向
神
話
と
繋
が
る

サ
ホ

ピ

メ
を
母
と
し
、
天
皇
を
父
と
し
て
生
を
受
け
た
。
大
国
主
命
も
垂
仁
も
王
の

中

の
王
と
い
う
意
味
で
は
同

じ
立
場

に
あ
る
。
そ
し
て
、

ア
ジ

ス
キ

タ
カ

ピ
コ

ネ
も
ホ
ム
ツ
ワ
ケ
も
、
子
孫

の
名
が

一
顧
だ

に
さ
れ
な
い
。
彼
ら

の
系
譜
が
、

こ
れ
程
系
譜
好
き
な
古
事
記

の
中

で
、
忽
然
と
し
て
消
え
て
し
ま

っ
て
い
る
の

は
、

な
ぜ
な

の
か
。
そ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
、
後

で
も

う

一
度
触
れ
る
が
、

こ

こ
で
は
先

に
進

め
す
ぎ

た
話
を
、
日
子
坐
王
の
系
譜

に
戻
す

こ
と
に
し
た
い
。

 
と
も
か
く
サ
ホ
ピ

メ
と
そ

の
子
ホ

ム
ツ
ワ
ケ
の
、
数
奇
な
死
と
誕
生
と
再
生

の
物
語
が
、
垂
仁
記

の
主
旋
律

で
あ

る
。
そ

し
て
こ
の
物
語

に
、
山
代

の

エ
ナ

ッ

ヒ
メ
の
産

ん
だ
大
俣

王
の
子
、
曙
立
王
と
兎
上
王
は
、
副

主
人
公
と
し
て
係

わ
り
を
持

つ
。
だ

か
ら
、

サ
ホ
ビ

メ
と

エ
ナ
ッ
ヒ
メ
の
系
譜

は
ペ
ァ
に
な

っ
て

い
る
と
見
な
け
れ
ぽ

な
ら
な
い
。

エ
ナ
ツ
ヒ
メ
の
亦

の
名
は
苅
幡
戸
辮
と

い
う
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が
、

こ
の
名

の
中

に
も
水
辺

で
機
を
織
る
女

の
イ

メ
ー
ジ
が
窺
え
る
。
彼
女
の

孫
達
が
宇
気
比

に
よ

っ
て
葉
廣
熊
白
濤

を
枯
ら
し

た
り
生
か
し
た
り
、
鷺

の
生

死
を
操

っ
た
と

こ
ろ

に
も
、
彼

ら
の
超
現
実
性
は
顕
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

息
長

水
依
比
売

の
系

図
は
、
ま
さ

に
日

の
御
子
と
水
の
女
神

の
結
婚

の
忠
実
な

反
映
で
あ
り
、
そ

の
子
供

は
水
穂
之
真
若
王

・
神
大
根
王

・
水
穂
五
百
依
比
売

・
御
井
津
比
売
等
、

い
ず

れ
も
穂
と
水

に
因
む
名
を
与
え
ら
れ

て
い
る
。

こ
う

し

て
、

サ
ボ
ヒ
メ

・
エ
ナ
ツ

ヒ
メ

・
水
依
比
売

の
三
人

の
妃

と
共

に
織
り
な
さ

れ
る
日
子
坐
王

の
系
図
と
は
、
琵
琶
湖

の
ほ
と
り

に
そ
の
子
孫
が
拡
が

っ
て
い
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く
様
子

の
神
話
的
表
現
と
し
て
読

み
と
れ
る
の
で
あ

る
。
但
し
、

ヲ
ケ

ッ
ヒ
メ

の
系
譜
だ
け
は
、
少

々
異
彩

を
放

っ
て
い
る
。

 

ヲ
ケ
ツ
ヒ
メ
は
、
唯

一
人
丸
遍
氏
と

い
う

レ
ッ
キ
と
し

た
氏
族
名
を
負

っ
て

登
場
し
て

い
る
。
彼
女

の
名
に
は
水

の
女

の
要

素
あ
る
い
は
神
話

の
影
を
少
し

も
揺
曳
し
て

い
な
い
。
彼
女
は
単

に

「
丸
遭
氏

の
弟
比
売
」
と
し
て
紹

介
さ
れ

て
お
り
、

四
人

の
妃

の
中

で

一
番
普
通
の
女

に
近

い
。

 

次

に
そ
の
系
譜
は
、
息
長
帯
比
売
命

に
至
る
五
代

に
渡

っ
て
お
り
、
他

の
系

譜
が
垂
仁
の
子
乃
至
は
せ
い
ぜ

い
孫

の
代

に
限
ら
れ

て
い
る
の
と
対
照
的

で
あ

る
。

 
第

三
に
、

こ
の
系
譜

は
丹
波
と
の
結
び

つ
き
が
濃

い
。

 

日
子
坐

王
と

ヲ
ケ
ツ

ヒ
メ
の
嫡
子

の
山
代
大
筒
木
真
若
王

は
、
同
母
弟

イ
リ

ネ
王
の
女

で
あ
る
丹
波

ア
ジ
サ
ワ
ヒ
メ
と
婚
し
て
カ

ニ
メ
雷

王
を
生

み
、

こ
の

王
も
丹
波

の
タ
カ
キ
ヒ
メ
と
の
間

に
、
息
長
帯

比
売
命

の
父

と
な
る
息
長
宿
禰

王
を
生

ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

 

そ
し
て
、

こ
の
丹
波
色

に
触
発

さ
れ

て
、
息
長
水
依

比
売

の
嫡
男

の
系
譜
が

俄

に
浮
上
し
て
く

る
。

 
彼

の
名
は
丹
波
比
古
多

々
須
美
知
能
宇
斯
王
と
い
い
、
妻
は
丹
波

河
上
之
麻

須
郎
女
と

い
う
。
夫
婦
と
も
に
丹
波

の
人
で
あ

り
、
日
本
書
紀

に
は
彼
を

「
彦

湯
産
隅
王

の
子
」
と
す
る
別
伝
を
載
せ
て

い
る
。
彦
湯
産
隅
王
は
日
子
坐

王
と

同

じ
開
化

の
皇
子

で
、
母
は
丹
波
大
県
主
由
碁
理

の
女
竹
野
比
売

で
あ

る
か
ら
、

丹
波

の
名
を
負

っ
て
い
る
、ミ
チ
ノ
ウ

シ
王
が

こ
の
丹
波
系

の
皇
子

に
結
び

つ
く

の
は
、

む
し
ろ
妥
当
と
言
え
る
。

つ
ま
り
ミ
チ
ノ
ウ

シ
王
の
系
譜

は
、
息
長
水

依
比
売
の
系
譜

の
中
で
坐
り
が
悪
く
、

ま
た
日
子
坐
王
か
ら
も
容
易

に
遊
離
し

や
す

い
構
造

を
潜
め
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
彼
の
娘

ヒ
パ

ス
ヒ
メ
は
垂
仁

皇
后
で
あ
り
、

こ
の
系
譜
は
や
が
て
景
行

・
倭
建
命

を
経

て
仲
哀
天
皇

に
至
る

か
ら
、
煎
じ
詰
め
れ
ば

こ
れ
は
応
神
天
皇

の
父
方

の
系
図
で
あ
る
。
そ
し
て
、

ヲ
ケ
ツ

ヒ
メ
の
系
譜

は
応
神

の
母
方

の
系
図

と
い
う
際
立

っ
た
特

徴
を
示
す
か

ら
、

こ
れ
ら
二

つ
の
系
譜
は

ペ
ア
で
あ

り
、
両
者
が
丹
波
色

の
強

い
と

こ
ろ
も

共
通
し
て
い
る
。

 
以

上
の
こ
と
か
ら
、
日
子
坐
王
の
子
供
達

は
、

一
一
つ
の
グ

ル
ー
プ

に
大
別

さ

れ
る
。

 
琵
琶
湖

の
東
岸

に
広
が
る
地
域
を
背
景
と
し

「光

と
水
と
穂
」

の
神
話

を
象

ど
る
人

々
、
即

ち
沙
本
大
闇
見
戸
売

の
四
人

の
子

・
山
代

エ
ナ
ツ

ヒ
メ
の
三
人

の
子

・
そ
し
て
息
長
水
依
比
売

の
子
供

か
ら

ヒ
コ
タ
タ

ス
ミ
チ
ノ
ウ
シ
王

を
除

い
た
四
人
の
子
、
合
計
十

一
人

の
子
で
形
成
さ
れ

る
グ

ル

ー

プ

と
、
今

一
つ

は
、
琵
琶
湖

の
西
丹
波

と
結
び

つ
い
て
応
神

の
両
親

の
系
譜

を
形

成

し

て

い

る
、
丸
魎
氏

ヲ
ケ

ツ
ヒ
メ
の
三
人

の
子
に
彦

湯
産
隅

王

(
比
古
由
牟
須
美
命

)

の
子
で
あ
る
可
能
性

の
高

い
ミ
チ
ノ
ウ

シ
王
を
加

え
た
、
計
四
人

の
グ

ル
ー
プ

で
あ
る
。

 

「
凡
そ
日
子
坐
王
の
子
十

一
王
」
と

い
う
記
載

は
、
前
者

の
グ

ル
ー
プ

の
伝

承
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
、

と
結
論
づ
け

て
よ

い
と
思
う
。

 

こ
の
よ
う

に
、

日
子
坐
王

の
系
譜

の
成
立

に
は
、
少
な
く
と
も

二
種
類

の
資

料
が
あ

り
、
あ
る
い
は
二
種

の
題
材

に
依

る
段
階
的
な
過
程
が
あ

っ
た
と
思
わ

れ

る
。
日
子
坐

王
系
譜
を
、
他

の
歴
史
資
料
と
重
ね
て
み
る
と
そ

の
思

い
は

い

っ
そ
う
強

ま
る
。

 

『
新
撰
姓
氏
録
』
に
よ
れ
ば
、
日
子
坐
王
の
子
孫

は
、
日
下
部
連

や
鴨
君

・

鴨
縣

主
等

で
、

い
ず
れ
も

「
日
向
」
と
関

係
の
深

い
氏
族

で
あ
る
。
「
日
下
部
」

と
は
、
仁
徳
妃
日
向
髪
長
比
売

の
子
大

日
下

王

・
若

日

下

王

の

「
部
」
で

あ

り
、
鴨
氏

の
氏
神
は
日
向

か
ら
山
代

に
勧
請

さ
れ

た
神

で
あ

っ
た
。
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し

か
し
、
丸
通
氏

オ
ケ
ツ
ヒ
メ
を
母
と
し

ヲ
ケ
ツ
ヒ
メ
を
妻
と
す
る
日
子
坐

王

の
子
孫

に
、

一
氏
も
丸
廼

氏
が

い
な
い
の
は
な
ぜ

な
の
か
。
『
新
撰
姓
氏
録
』

に
は
丸
漣

系
氏
族

は
多
数
存
在
す
る
が
、
そ

の
祖
は

い
ず
れ
も
孝
昭

の
皇
子
天

帯
彦
国
押
人
命

で
あ

る
。
開
化

の
皇
子
は
、
丸
遍

氏
系
図
樹

に
何
の
接
点
も
持

た
な

い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

日
子
坐
王

の
母
や
妻
が
丸
遍
氏
で
あ
る
歴
史
的

必
然
性
は
全
く
無

い
。

 

『
姓
氏
録
』
に
は
、

日
下
部
連

の
祖
狭
穂
彦
が
彦

坐
命

の
子
と
あ

っ
て
、
古

事
記

に
お
け
る

「
日
子
坐
王
の
子
併

せ
て
十

一
王
」

と
記
さ
れ
た
系

図
の
中

の

サ
ボ
ピ

コ
の
系
譜

に

一
致
す
る
。
即
ち
、
「
日
子
坐
王
の
子
併

せ

て

十

一
王
」

の
グ
.ル
ー
プ
が
本
来
の

「
日
子
坐
王
伝
承
」

の
面
影

を
伝
え
て
お
り
、
丹
波
系

の
系
譜

は
、
何

か
の
要
請

に
よ

っ
て
後

に
架
上

さ
れ

た
と
、
考

え
て
よ
い
と
思

う
。

日
子
坐
王

の
母
や
妻

の
名
が
、
存
在

の
曖
昧
な
後
世
の
二
天
皇

ナ
ケ
命

・

ヲ
ケ
命

(仁
賢

・
顕
宗
)

と
対
称
的
で
あ
る
こ
と
も
暗
示
的
で
あ

る
。
日
子
坐

王
は
、
琵
琶
湖
周
辺
の
氏
族

の
神
話
的
父
祖

の
座

か
ら
、
丹
波

の
地

に
み
ち
び

か
れ
、
丸
遍
氏
系
譜

に
横
滑
り

の
よ
う
な
具
合

で
、
応
神

の
両
親

の
始
祖
と
し
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て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

 

日
子
坐

王
の
子
孫

の
う
ち
、
十

一
王
の
系
譜
が
垂
仁
天
皇

と
密
接

な
関
係
が

あ

り
、

噌
方
丸
遍

氏
系

の
四
人
の
系
譜
が
応
神
天
皇
を
登
場

さ
せ
て
い
る

こ
と

は
、

た
い

へ
ん
示
唆
的

で
あ
る
。

ま
た
は
各

々
が
、
垂

仁
天
皇
と
密
接
な
鴨

氏

系
氏
族
と
、
応
神
天
皇

の
出
目
た
る
丸
遍
氏
系
氏
族
を
、
象
徴
し

て
い
る
と
言

え
る
。
因

み
に
、
現
存
し
て

い
る

『
風
土
記
』

の
中
で
、
応
神
天
皇

に
最
も
多

く
触
れ

て
い
る
の
は

『
播
磨
風
土
記
』
で
あ
り

(
四
十
五
箇
所
)
、
し

か

も

こ

こ
に
は
垂
仁
天
皇

の
名
は
皆

無
で
あ

る
。
垂
仁
は
、

『山
城
風
土
記
』
と

結

び

つ
い
て
い
る
。

ど
う
や
ら
、

各

々
の
天
皇
を
記
憶
し

て
い
る
民

は
、
互

い
に
同

じ
天

を
載

い
て
は
い
な

い
よ
う
な
の
で
あ
る
。
応
神

は
、
両
親

の
い
ず
れ

の
系

譜

に
お
い
て
も
丹
波

・
吉
備

・
播
磨

の
地
名
と
密
接

な
、
丸
遍
氏
系

の
天
皇

で

あ

る
。
彼

の
母
方

の
叔
父
息
長
日
子
王
は
吉
備

・
播
磨

の
祖
で
あ

り
、

ま
た
応

神

の
父
方

の
曾
祖
母

(
ヲ
ウ
ス
命

の
母
)

は
景
行
天
皇
妃
針

間
伊

那
毘
大
郎
女

で
あ

る
が
、
彼
女
は

『
播
磨
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
丸
臣
比
古
汝
茅

と
吉
備

比
売

の
娘

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
応
神

の
出
目
を
背
景

に
置
け
ぽ
、
応
神

と
丸
通

氏

ヒ
フ
レ
ノ
オ

ホ
ミ
の
女

ヤ
ガ
ワ

エ
ヒ
メ
と
の
聖
婚
が

「応
神
記
」

の
主
要

な

モ

テ

ィ
ー
フ
で
あ
り
、
彼
ら

の
子
宇
治
能
若
郎
子
が
、
大
后

の
し
か
も
年
長

の
皇

子
等
を
超
え
て
後
継
者

に
指

名
さ
れ

た
の
も
、
当
然
の
こ
と

で
あ

っ
た
。

 
そ
れ

に
し
て
も
、
山
代

の
地
を
舞
台

に
し
た
応
神

の
聖
婚

の
描
写

は
、

ホ
ホ

デ

ミ
と
木
花
之
佐
久
夜
比
売
の
場
合
を
そ

っ
く
り
な
ど

っ
た
よ
う

に
、
文
体

の

 
 
 
 
 
 
 
 

(8
)

隅

々
ま
で
相
似

し
て
い
る
。
単

に
語
り

口
が

一
緒
な
の
で
は
な
く
、
伝
承

の
核

を
成
す

モ
テ

ィ
ー
フ
そ

の
も
の
が
同
じ

で
あ
る

こ
と
が
重
要
な

の
で
あ
る
。

 
応
神

の
出
生

か
ら
即
位

に
か
け

て
の
物
語

の
中

に
、

や
は
り

「
日
向
」

の
要

素
が
あ

っ
た
。
応
神
は
、
日
向
神
話

の
最
後

に
登
場
す

る
ワ

カ

ミ

ケ

ヌ

(
神

武
)
が
辿

っ
た
道
程
を
繰
り
返
し
、
筑
紫

か
ら
倭

へ
到
着

し
て
、
即
位
し

た
。

こ
れ
ら
応
神

の
背
を
と
り
ま
く
日
向
神
話

の
余
光

は
、
彼

の
祖
先

で
あ
る
丸
遍

氏

の
流
れ
を
遡

っ
て
、

そ
の
源

に
日
子
坐
王
を
、
丸
遍
氏

で
は
な

い
の
に
も
関

わ
ら
ず
据

え
た
こ
と
と
、
関
連
が
あ
る

の
で
あ
ろ
う
。
応
神
は
系
譜

の
上

で
は

確

か
に
丹
波

・
山
代
系
の
丸
遍
氏

で
あ
る
が
、
彼

の
形
象
は
、

日
子
坐
王
系
譜

の
持

つ
日
向
神
話
と
同
心
円
の
関
係

に
あ
る
。

な
ぜ

な
ら
、

ホ
ン
ダ

ワ
ケ

の
原

型
と
は
、
日
子
坐
王
の
女

サ
ホ
ピ

メ
の
子

ボ

ム
ツ
ワ
ケ
に
他
な
ら
な

い
か
ら
で

あ
る
。

三
 
ホ
ム
ツ
ワ
ケ
か
ら
ホ
ン
ダ
ワ
ケ
へ

垂
仁
王
子

ホ
ム
ツ
ワ
ケ
は
、
彼

の
系
図
ご
と
春

日
の
地

か
ら
も

ぎ

と

ら

れ
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籍

皐

週

」
代
俣
長
日
子
王
ー
息
長
麟

醒

辮

i

大
郎
子

。

。

孝

元
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
垂
仁
 
 
-

若
沼
毛
二
俣
王
 
 
i
忍
坂
大
中
比
売
命

 
 
 
 
 
 

ー
崇
神

 
 

-
開
化
ー
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ー
ホ
ム
ツ
ワ
ケ
 
日
向
髪
長
比
売
 
 
 
 
ー

雄
略
i
春
日
大
郎
女

 
 
 
 
 
 

ー
日
子
坐
王

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ー
サ
ホ
ビ
メ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ー
若
日
下
王

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

r

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
l
大
日
下
王

 
 
 
春
日
建
国
勝
戸
売
-
沙
本
大
闇
見
戸
売
ー
サ
ホ
ビ
コ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
仁
徳
 
 
 
 
 
 
-
允
恭
 
 
 
-
眉
輪
王

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
-
反
正
 
 
 
 
 
 
 
 
ー
手
白
髪
命

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
-
石
比
売
命
 
 
 
 
-
履
中
-
長
田
大
郎
女

 
 

-
比
古
布
都
押
信
命
-
建
内
宿
禰
-
葛
城
ソ
ツ
ヒ
コ 
 
 
ー
玉
田
宿
禰
-

円
臣
ー

r

韓
比
売

 
イ
カ
ガ
シ
コ
メ
命
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
-
葦
田
宿
禰
 
 
 
 
 
 
i

市
辺
忍
歯
王
ー
仁
賢

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
黒
比
売

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○

曽
我
稲
目
-

 
 

継
体  

 
馬

子
ー

エ
ミ

シ
ー

イ

ル

カ

 

ー

キ

タ

シ

ヒ
メ

 
 
 
ー
[
雛

-

欽
明
 
 
ー
聖
徳
太
子

 
 
 
-
間
人
穴
太
部
王

 
 
小
兄
比
売
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て
、
応
神

に
変
貌

さ
せ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
そ

の
系
図
が
、
応
神
記
末

尾

に
付

加
さ
れ

た
若
沼
毛
二
俣

王
系
譜

で
あ
る
。

 
現

『
古
事
記
』
が
成
る
も
う

ひ
と

つ
前

の
段
階

に
は
、
『上
宮
記
』

の

資

料

と
も
重

な
る
で
あ
ろ
う
系
譜

(
前
頁
)
が
あ

っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

 

こ
の
系
譜
は
、
欽
明
天
皇

の
曽
我
氏
系

の
妃

の
子
孫

に
よ

っ
て
求

め
ら
れ
た

と
思

わ
れ

る
。
推
古
朝

の
修
史
事
業

で
あ

っ
た
か
、
聖
徳
太
子

の
仕
事

か
、

あ

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
エ
ξ
シ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(9
)

る
い
は
滅
亡

の
際

に
曽
我
蝦
夷
が
炎

の
中

に
投
げ
棄

て
た
系
図

の

一
部

で
あ

っ

た
の
か
、
と
も
か
く
曽
我
氏

に
連
な
る
者

か
ら
見
た
欽

明
の
ル
ー
ツ
で
あ
り
、

世
界
観
が
示
さ
れ
て
い
る
。
欽
明
の
父
方

は
、
孝
元

の
二
人
の
皇
子
が
制
圧

し

た
二

つ
の
地

(
大
毘
古

の
高
志

・
開
化

の
山
代
)
を
出
自
と
し
て
持

つ
。
と
り

わ
け
、
春
日

の
地

の
古

い
権
威
と
財
産
を
自
ら
の
内

に
取
り
込

め
た
事
で
、

一

層

の
強
化
を
図

っ
て
き

た
。
欽

明
の
母
方

は
、

こ
れ
も
孝
元
皇
子
比
古
布
都
押

之
信
命
を
祖
と
し
、
葛
城

の
地
を
本
貫
と
す
る
有
力
な

一
族

で
あ
る
。

こ
の

一

族
を
背
景
と
し
て
、
仁
徳
や
履
中
は
王
権

を
制
覇
し
、
雄
略
妃

の
韓
比
売
は
清

 
 
 
 
 
 
 

 
ウ
マ
・ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(10
)

寧

の
母
と
な

っ
た
。
馬
子
が
推
古
天
皇

に
申

し
入
れ
た
よ
う
に
、
葛
城

の
地
は

曽
我
氏

の
本
貫
の
地
で
あ
り
、
曽
我
氏
は
そ
の
始
祖
を
建
内
宿
禰

に
結
び

つ
け

た
。
即
ち
、
欽
明

の
母
方

の
系
譜

の
中
に
、
曽
我

の
ア
イ
デ

ィ
ン
テ

ィ
テ

ィ
も

又
在
る

の
で
あ
る
。

 

こ
の
系
譜

は
以
下

の
事
を
語

っ
て
い
る
。
春
日

の
神
話
的

な
権
威
を
も

っ
て

い
た

一
族
が
、

サ
ホ
ピ

コ
の
乱

に
よ

っ
て
凋
落

し
、
そ
の
後
継
者

ホ
ム
ツ
ワ
ケ

の
子
孫

が
、
皇
位
継
承
権

か
ら
遠
ざ

か
り
、
そ

の
実
現

は
曾
孫

の
雄
略

ま
で
待

た
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
雄
略

の
皇

后
若

日
下
王

の
財
産
管
理
は
、

サ
ホ
ビ

コ

の
子
孫
が
任

さ
れ

て
お
り
、
雄
略

の
女

で
仁
賢

の
妃

と
な

っ
た
春

日

大

郎

女

も
、
そ
の
名

か
ら
春

日
に
結
び

つ
い
た
存
在
と
目
さ
れ
る
。
そ

し
て
、

雄
略
が

履
中

の
王
子

(市
辺
忍
歯
王
)
と
孫

(眉
輪
王
)
を
殺
害

し
、
妃
韓
比
売
の
父

都
夫
良
意
富
美
を
亡
ぼ

し
た
こ
と
、
葛
城

の
神

一
言
主
と
対
峙
し
て

一
応

恭
順

の
意
を
表

し
た
こ
と
等
、
全

て
彼

の
立
場
が
葛
城
氏

に
対

立
的

か

つ
春

日
や
高

志

の

一
族

に
近

か

っ
た
こ
と
を
現
し
て

い
る
。

 

こ
の
系
譜

の
特
徴
は
、
世
代
を
対
比
し
て
破
綻
が
な
い
こ

と

で

あ

る
。
現

『
古
事
記
』

の
系
図
で
は
、
建
内
宿
禰
の
系
譜

は
三
世
代
ず
れ

て
お
り

(
紀
氏

系
図
は
建
内
宿
禰
と
比
古
布
都
押
信
命
の
間

に
二
人
付
加

し
て
い
る
)
、
彼

は
孝

元

の
孫
で
あ
り
な
が
ら
成
務
と
同
年
令

(
書
紀
)
と

い
う
矛
盾
が
見
ら
れ

る
。

 

し
か
し
、

こ
の
系
譜
は
未
完
成

の
印
象
を
受
け

る
。
前
節

で
述

ぺ

た

よ

う

に
、
息

長
真

若
比
売

の
系
譜
は
カ
グ

ロ
ヒ
メ
の
そ
れ
に
比

べ
、
母
方

の
名

に
欠

け
る
。
カ
グ

ロ
ヒ
メ
の
系
譜
が
、
応
神

に
亡
ぼ
さ
れ
た
忍
熊
王
を
呼
び
出
す
た

め
で
あ

り
、
息
長
真
若
比
売

の
そ
れ
が
継
体

に
至
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ぽ
、
後

者
の
杜
撰

さ
は
ま
こ
と
に
不
可
思
議

な
こ
と
と
言
え
よ
う
。
息
長
真
若
比
売

の

始
祖
は
、
倭
建
命
と

一
妻
と
し
か
記

さ
れ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
系
譜

の

作
成
者

に
と

っ
て
は
、
欽
明

の
父
方

の
血
脈
は
あ
ま
り
関

心
が
無

か

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
推
古

天
皇

で
あ
れ
聖
徳
太
子

で
あ
れ
、
曽
我

蝦
夷
で
あ

れ
、
最
優
先

す
べ
き
事
は
、
欽
明

の
皇
統
が
葛
城
王
朝

の
後
継
者

で
あ
る
と

の

確

認
で
あ

っ
た
で
あ

ろ
う
。
そ
の
ア
ン
チ

・
テ
ー
ゼ
を
天
武
天
皇
は
『古

事
記
』

に
求
め
た
の
で
あ

る
。
天
武
の
内

に
は
葛
城
王
朝
以
外

の
様

々
な
血
が

流
れ
て

い
た
。
壬
申

の
乱
以
後

の
各
氏
族

の
力
関
係

を
踏

ま
え

て
氏
姓
改
革

に
臨
ん
だ

彼
の
意
思
と
も
、

こ
の
系
譜

は
抵
触
す
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
。 
『
古
事

記
』
の

序

に
暗

に
そ

の
事
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

 
継
体

は
手
白
髪
命
腹

の
欽

明
の
他

に
、
尾
張

の
目
子
郎
女
と
の
間

に
安
閑

・

宣
化

の
両
天
皇

を
生

ん
で

い
る
。
宣
化

の
女
石
比
売
命

は
欽
明
妃

と
し
て
敏
達

を
生
む
。
敏
達

は
紆
明

に
と

っ
て
父
母
両
系
の
祖
父
に
当

た
る
。

こ
の
流
れ

に

即
し
て
見

れ
ぽ
、
後
宮

に
お
け
る
尾
張
氏

の
威
力

は
侮
れ
な

い
。
尾
張

氏
伝

承
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息
長
真
若
比
売

ー

二俣
王凸

ホ

ン
ダ

ワ
ケ

1

仁

徳

尾
張
目
子
郎
女

i

宣
化
-

石
比
売

大
郎
子
1

0
1

0
i

継

体

忍
坂
大
中
比
売
命

γ
雄
略ー

舌
髪命

允
 
恭

欽
 
明

○丁

糠
手
比
売

敏

達
1

日
子
人
太
子

醤
 
明

比
呂
比
売

 

1
0
ー
皇

i

天

武

極

中
比
売
命

に
は
崇
神
妃

オ
ホ
ア

マ
ヒ
メ
が

お
り
、
景
行
妃

ヤ
サ
カ
イ
リ
ヒ
メ
が

い
た
。

こ

の
系
図
を
芯
と
し
て
、
新
た
な
血
脈
が

創
設
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
作
業

の

最
大

の
要

に
な

っ
た
の
は
、
曽
我
氏
系

の
古
系
図

に
お
い
て
両
極

に
対
置
さ
れ

た
継
体
と
手
白
髪
命
夫
妻

の
各

々
の
祖
先

を
、

一
系

に
止
揚
す
る

こ

と

で

あ

る
。
加
え
て
、
継
体
側

の
系
譜

の
権
威

を
向

上
さ
せ
る

こ
と
で
あ

っ
た
。

そ
の

為

に
、
若
沼
毛

二
俣
王
と
仁
徳

天
皇
は
兄
弟

と
さ
れ
た
。
若
沼
毛

二
俣

王
の
父

は

ボ
ム
ツ
ワ
ケ
で
は
な
く
、
仁
徳
の
父
で
も
あ

る
ホ
ン
ダ
ワ
ケ
に
変
貌

を
遂
げ

た

の
で
あ
る
。 

(
右
図
参
照
)

 
応
神

の
出
生

や
即
位
ま
で

の
経
過
、
聖
婚

や
系
譜
等

の
彼
の
背
景
の
全

て
が

神
話
性

に
充

ち
て
い
る
。
応
神

は
仲
哀

と
神
功

の
子
と

い
う
よ
り
も
、
息
長
帯

比
売
命

ひ
と
り
の
子

の
印
象
が
強

い
。
仲
哀
が
死
を
以

っ
て
廃
さ
れ
た
時
、
未

だ
胎
児

に
す
ぎ
な

か

っ
た
応
神
が
天
皇

と
し
て
擁
立
さ
れ
た
の
は
、
建
内
宿
禰

の
意
思

の
他
に
何

の
保
証
が
あ

っ
た
ろ
う
。
女
帝

の
嬰
児
。
突
然
退
場
し
て
し

ま

っ
た
そ
の
父
親
。
保
護
者
で
あ
り
未
来

の
外
戚

で
あ
り
、
木
国
を
背
景

と
す

○

る
強

大
な
権
力
者
。

こ
れ
は

ア

マ
テ
ラ
ス
と
ホ
ノ

一=
一
ギ
、
ナ

シ
ホ
ミ
、
タ
カ

ム
ス
ピ
等

の
形
成
す

る
高
天
原
神
話
と
、
構
造
と
し
て
同
質

で
あ
る
。
高
天
原

及
び
日
向
神
話

を
、
私

は

「
光
と
水
と
穂
」

の
系
譜
と
し
て
位
置
づ
け

た
が
、

実
は
も
う
ひ
と

つ
の
要
素
を
付
け
加
え
ね
ば

な
ら
な
い
。

イ
ザ
ナ
ギ

・
イ
ザ
ナ

ミ
に
包
み
こ
ま
れ

る
よ
う

に
し

て
成
り
立

つ
こ
の
系
譜

に
、
ま
る
で
懊
を
う
ち

こ
む
よ
う

に
、
異
質

の
血
が
流
れ

こ
ん
で
い
る
。

ホ
ノ

ニ
ニ
ギ
の
母
だ
け
が
タ

カ

ミ
ム
ス
ピ
の
女

な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
高
天
原
を
舞
台
と
し
て
上
演
さ
れ

た

の
は
、

お
そ
ら
く
山
代
や
丹
波
を
源

と
す
る
水
と
稲

の
女
神

を
止
揚
さ
せ
て

誕
生

し
た
ア

マ
テ
ラ
ス
と
、
彼
女

に
先
行
す
る
神
で
あ

り
、

こ
れ
も
多
分

木
国

の
高
木

の
神

か
ら
抽
出
さ
れ
、

出
雲
の
カ
ミ
ム
ス
ビ
と
対
称
す
る
よ
う
に
タ
カ

ミ
ム
ス
ピ

と
命
名
さ
れ
た
神
が
、
共

に
天

の
最
高
神

で
あ
り
、
共

に
天
孫

を
直

系

と
し
て
持

つ
こ
と
を
誇
示
す
る
劇
で
あ

る
。
嬰
児

と
い
う
も
の
が
、
固

定
し

た
人
格
を
で
な
く
幾

つ
も

の
血
統

の
結
晶

を
象
徴
す
る
の
に
、
最

も
ふ
さ
わ
し

い
と
し
て
選
ば
れ

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
日
向

の
ワ
カ
ミ
ケ
ヌ
が
、

豊
穣

を
志

一14一



孝
元

ー

若
建

王
ー

ス
メ
イ

ロ
大
中
日
子
王
ー

カ
グ

ロ
ヒ
メ
メ

i

ナ
ナ
ビ

コ
命
1

 
 
 
 
 
 
ー

ミ

マ
ツ

ヒ
メ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

垂
 
仁

 
 
 
 
 
 

大
江
王
-

大
中
比
売
命

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
-

忍
熊
王

ナ
シ
ロ
ワ
ヶ
ー

ヲ
ウ
ス
命
-

仲
 
哀

 
 
 
 
 
 
 

化
 
 
 
 
 
 

崇

神
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
-

応

神

〔"∵
圃

誇
享

 
 
 

天
忍
人
命
-
1
0
0
0
 
 
 
オ
ホ
ア
マ
ヒ
メ
 
 
 
 
 
 
 
 

八
坂
入
比
売
命
 
 
ー

品
陀
真
若
王
i

中
日
売
命

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

孝
昭
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○

             頁
鑑

礫

ー

雲

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ー

ヨ
ソ
タ
ラ
シ
ヒ
メ

 

ー

天
忍
男
命
1

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ー

ナ
キ
ツ

ヨ
ソ
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向
す

る
穂

の
御
子

か
ら
殺
鐵

を
伴

う
征
服
者
即
ち
神
倭
伊
波
禮
毘
古
命

へ
の
変

貌

に
与

か

っ
て
後
見
人
と
な

っ
た
の
が
、

タ
カ
ミ
ム
ス
ピ
と
そ

の
春
属

と
も
言

う
べ
き
建
御
雷
神

や

ニ
ギ

ハ
ヤ

ヒ
等
、

ア

マ
テ
ラ
ス
と

は
異
質

の
、
神

々
で
あ

っ
た
。
春
日

の
地

に
お
い
て
、
日
子
坐
王
と
沙
本
大
闇

見
戸
売
と

い
う
光
と
水

に
因
む
名
を
持

つ
両
親
か
ら
生
ま
れ
た
、
「
穂
」

の
女
サ
ボ
ピ

メ
の
子

ホ

ム

ツ

ワ
ヶ
。
彼
も
ま
た
、
皇
位
継
承

の
競
争
者

で
あ
る
忍
熊
王
を
倒
し
て
征
服
者

ホ

ン
ダ
ワ
ケ
に
変
る
為

に
は
、
建
内
宿
禰
や
建

振
熊
命
と

い
う
武
装
す

る
人

々
が

必
要

で
あ

っ
た
。

 

『
古
事
記
』
の
編
纂

を
命

じ
た

の
が
天
武

で
あ
る
な

ら
、

な

ぜ

現

『古

事

記

』
に
天
武
の
祖

先
系
譜
が
も

っ
と
強
力

に
打
ち
出
さ
れ
な
か

っ
た
の
か
、
疑

問

で
あ

る
。
天
武
自
身

の
源
を
古
事
記
の
中

に
遡
れ
ぽ
、
そ

の
繋
が
り
方

に
お

い
て
甚
だ
歯
切
れ
が
悪
く
、
ど

こ
か
焦
点
が
拡
散
し
て
い
る
。

 

天
武

の
系
図

に
は
、
天
皇

で
な

い
変

則
的

な
即
位
の
例
が

三
度
も
あ
る
。
仲

哀

・
顕
宗
及
び
仁
賢
そ
し
て
継
体

で
あ
る
。
仲
哀

の
父
倭
建
命

は
景
行

の
太
子

で
あ
る
も
の
の
、
生
涯
そ

の
も

の
が

い
か
に
も
伝
説
的
色
彩
が
濃

い
。

顕
宗

・

仁
賢

の
父
市
辺
忍

歯
王
は
太
子

で
す
ら
な
く
、
兄
弟

の
母
の
名
は
全
く
黙
殺
さ

れ
て
い
る
。
継
体

に
至

っ
て
は
、
単

に
応
神

の
五
世
孫

に
す
ぎ
な

い
。

そ
の
父

の
名
も
祖
父

の
名
も
伝

わ

っ
て
い
な

い
。
そ
れ

に
重

ね
て
、
古
事
記
全
体

の
特

徴

と
し

て
皇
統

は
系
譜

に
示
さ
れ
る
が
、
物
語
で
は
軽

ん
じ
ら
れ
る
傾
向
が
見

え
る
。
垂
仁
記
の

ヒ
ロ
イ
ン
は

サ
ホ
ビ

メ
で
あ
り
、
景
行

の
母

ヒ
バ

ス
ヒ
メ
で

は
な
か

っ
た
。
同
様

に
応
神
記

の
ヒ
ロ
イ
ン
は
、
仁
徳

の
母
中
比
売
命

で
は
な

く
矢
河
枝
比
売
で
あ
る
。

こ
れ
ら

ヒ
ロ
イ
ン
の
子
供
達

は
、

い
ず
れ
も
次
期

の

天
皇
と
な
る
こ
と
は
な
く
、
彼
ら
の
子
孫

の
名
さ
え
伝

わ
ら
ず
、
古
事
記
以
外

の
資
料

に
も
、
寡

聞
に
し
て
、

見
出
せ
な
い
。
景
行
后

八
坂
入
比
売
命
も
、
応

神

妃
中
比
売
命
と
同
様
、
皇
統
を
繋
ぐ
言
わ
ぽ
記
号
の
よ
う
な
扱

い
に
す
ぎ
な

い
。
倭
建
命

の
物
語

に
し
て
も
、
仲
哀
の
母

で
垂
仁
皇
女

フ
タ
ヂ

ノ
イ
リ

ヒ
メ

よ
り
も
、
弟
橘
比
売

や
尾
張

の
美
夜
受
比
売
が
語
ら
れ
て

い

る
。
雄

略

記

で

は
、
清
寧

の
母
韓
比
売
は
そ
の
父
都
夫
良
意
美

の
像

の
鮮
や
か
さ
に
比

べ
、
名

前
だ
け

の
登
場
で
あ
り
、

ヒ
ロ
イ

ン
の
座

は
、
子
供
を
持
た
な
か

っ
た
若

日
下

王
皇
后
や
春
日
の
衰
仔
比
売

に
譲

っ
て
い
る
。

こ
れ
は
古
事
記

の
作
品
と
し

て

の
性
格
を
考
え
る
際

に
、
看
過

で
き
な
い
点

で
あ
る
。

 
要
す
る

に
現

『
古
事
記
』
と
は
、
「
日
継
ぎ

の
物
語
」
と
し
て
の
完
成

度

よ

り
も
、
む
し
ろ

「
丸
遍
氏

の
物
語
」
と
し
て
の
色
彩
が

勝

っ
て
い
る
。
先

に
述

べ
た

ヒ

ロ
イ

ン
達
も
、
丸
遍
氏

に
繋
が

る
者
が
多

い
。

ま
た
ヒ

ロ
イ

ン
だ
け
で

な
く
、
『
古
事
記
』

に
登
場
す
る
主
な
人
物

に
、

丸
遍
氏
が
多

い
。

1
日
子
国
意
祁
都
命

 
そ
の
妹
意
郡
都
比
売
命

(開
化
妃
)

・
同
じ
く
衰
祁
都
比
売
命

(
日
子
坐
王

妃
)
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔
開
化
記
〕

2
日
子
国
夫
久
命

(
ハ
ニ
ヤ
ス
ピ

コ
の
乱
平
定

の
武
将
)

3
難
波
根
子
武
振
熊
命

(忍
熊
王
の
乱
平
定
の
武
将
)

4
宮
主
矢
河
枝
比
売

(応
神
妃

・
太
子
宇
治
若
郎
子
の
母
)

 
丸
遍
比
布
禮
意
富
美

(矢
河
枝
比
売
の
父
)

宇
治
若
郎
子

5
八
田
若
郎
女

(
応
神
皇
女

・
仁
徳
妃
)

6
女
鳥

王

(応
神
皇
女

・
隼
別

王
の
乱

の
張
本
人
)

〔
崇
神

記
〕

〔
仲
哀
記
〕

〔
応
神
記
〕
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7
丸
遍

臣
口
子

(
皇
后
石

日
売
命
を
尋
ね
た
天
皇

の
使
者
)

 
 
 
 
口
比
売

(
そ
の
妹

・
石
日
売

の
侍
女
)

8
丸
遍
許
碁
登
臣
女
の
都
怒
郎
女

・
弟
比
売

(反
正
妃
)

9
丸
遍
佐
都
紀
臣
女
の
衰
仔
比
売

(雄
略
妃
)

以
上

〔
仁
徳
記
〕

〔
反
正
記
〕

〔
雄
略
記
〕

 
掴
出
し
た
だ
け

で
も

こ
れ
だ
け
あ
り
、

彼
ら
は
物
語
や
歌

に
結
び

つ
い
て
、

『
古
事
記
』

の
文
学

と
し
て
の
側

面

に
大

い
に
貢
献
し
て

い
る
こ

と

が

分

か

る
。

こ
れ
に
垂
仁
后
の

ヒ
バ

ス
ヒ
メ
命

(
丸
遍

ヲ
ケ
ツ
ヒ
メ
と
日

子

坐

王

の

孫
)
や
、
景
行
記

に
活
躍
す
る

ヲ
ウ

ス
命

(倭
建
命
)

の
出
自
及
び
彼

を
助
け

る
倭
比
売
命

(
ヒ
。ハ
ス

ヒ
メ
の
娘
)
等
を
加

え
る
と
、
殆
ど
帝
紀

の
各

々
全
て

に
、
丸
遡
氏
関
係

の
人

々
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
履
中
天
皇

の
よ
う

に
、
母
も

妻
も
葛
城
氏

の
場
合
に
も
物
語
が
あ
り

「歌
」
が
あ

る
。
但
し
そ
の
物
語

は
、

む
し
ろ
弟

の
反
正
が
墨
江
中
王

の
乱
を
鎮

圧
し
た
こ
と
を
語

っ
て
い
る
の
で
あ

り
、
履
中

の
歌
が
歌
垣
の
歌

の
転
用
で
あ
る
こ
と
は
、
既

に
よ
く
知
ら
れ

て
い

(11
)

る
。
反
正
は
丸
遍
氏
の
妃

し
か
記
述
さ
れ
て
い
な
い
天
皇
で
あ
り
、
丸
遍
氏

に

擁
立
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る

か
ら
、
墨
江
中
王

の
乱

に
つ
い
て
の
物
語
も

丸
遍
氏
の
伝
承
か
ら
採
ら
れ
た
と
思
う
。
葛
城
氏
自
身
の
物
語
も
伝
承
も
、
曽

我
蝦
夷

の
滅
亡
と
共
に
滅

ん
だ

か
、
あ
る
い
は
最
初

か
ら
葛
城
氏

は
詩
歌
や
物

語

の
創
造
や
保
管

に
は
疎

か

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
葛
城
氏
は

ソ
ツ
ピ

コ
の
よ

う

な
高
名
な
武
人
を
出

し
た
が
、
彼

の
武
勇
潭

は
古
事
記

で
は

一
顧
だ

に
さ
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(12
)

て
い
な

い
し
、
そ

の
後

の
万
葉
集

に
も
唯

一
首

ソ
ツ
ピ

コ
の
名
が
出

て
く

る
だ

け

で
あ
る
。

ソ
ツ
ピ

コ
の
女
石
臼
売
皇
后
も
、
実
在

の
人
物
と

い
う
よ
り
、
丸

遍
氏
側

の
創
作

で
あ

る
節
が
あ
る
。
石

日
売

の
歌
や
物
語
も
全

て
山
代

の
河

や

筒
木
宮

(丸
廼
氏
本
貫

の
地
)
が
舞

台
と
な

っ
て
お
り
、

丸
遍
臣

口
子

や
口
比

売
と
共
に
登
場

し
て
い
る
。
そ
し
て
古
事
記

の
石
日
売
の
役
割

の

一
部
が
、
日

本
書
紀
で
は
丸
遍
氏
系
皇
后
八
田
若
郎
女

に
と

っ
て
代
わ
ら
れ

て
い
る
の
も
、

暗
示
的
で
あ
る
。

 
丸
逓
氏
は
孝

昭
天
皇
と
尾
張
氏
意
富
亜
麻
比
売

の
子
か
ら
出

て

い
る
か
ら
、

言
わ
ぽ
尾
張
氏

の
枝
別
れ

に
当
た
り
、
尾
張
氏

の
系
譜

に
詳

し
く

ま
た
尊
重
も

し
た
と
思
わ
れ

る
が
、
尾
張
氏
の
物
語

や
伝
承

に
つ
い
て
は
冷
淡

で
あ

っ
た
ら

し
い
。
尾
張
氏
美
夜
受
比
売

等
も
石

日
売
同
様

に
丸
遍

氏
の
手

で
染

め
ら
れ
て

い
る

こ
と
は
、
比
売

の
歌

の

「高
光

る
日
の
御
子
」

の
よ
う
な
語
が
、
天
武
以

後

に
な

っ
て
例
え
ぽ
柿
本
人
麿

の
天
皇
讃
歌
等

に
頻
出
す
る
こ
と
と
重
ね

て
、

納
得
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

 

「
大
君
は
神

に
坐
し
ま
せ
ぽ
」

と
、
人
麿
は
歌

っ
た
。

そ
れ
が
、
天
皇

の
要

望

で
あ
り
、
天
武

の
政
治
で
あ

っ
た
。
そ
し

て

『
古
事
記

』
も
、
そ
れ
と
同
じ

線
上

に
出
現

し
た
作
物
で
あ
る
。
但

し
、
天
武

の
希
望
は
系
譜

の
再
構
成

に
お

い
て
は
実
現

し
た
が
、
そ

の
全
体

は
丸
遍
氏

の
才
能

に
よ

っ
て
文
学

の
色
と
香

り
に
み
ち
、
予
想
外

の
作
品
、
日
本

に
お
け
る
最
初

の

「
歌

と
物
語

に
よ
る
叙

事
詩
」
が
出
現

し
た
の
だ

っ
た
。
因

み
に
、
人
麿

の
属
す
る
柿
本
氏
も
、
丸
通

氏

の

一
派

に
ほ
か
な
ら
な

い
。

結

言五
口口

 

 
現

『
古
事
記
』

に
残
さ
れ
た
記
述

上
の

「
ミ
ス

・
タ

ヅ
チ
」

に

触

発

さ

れ

て
、
カ
グ

ロ
ヒ
メ
や
応
神

の
様

々
な
側
面

に
導

か
れ

て
、

「倭
建
命
」
系

譜

や

「
日
子
坐
王
」
系
譜

の
洗

い
直
し
を
続
け

る
う

ち
に
、
『古
事
記
』

に
底

流

す

る
古
伝
承
や
古
系
譜
、
及
び

『古

事
記
』
以
前

の
古
代

の
姿
が
灰

か
に
見

え
て
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き
た
と
思
わ
れ
る
。

 
要
約
す
れ
ぽ
、
次

の
よ
う

に
な
る
。

1
 
兄
師
木

・
弟
師
木

を
倒
し
た

ニ
ギ

ハ
ヤ

ヒ
は
、
土
着

の
ト

ミ
ヤ
ビ

メ
と
の

 
間

に
ウ

マ
シ

マ
ヂ

を
生

み
そ
の
子
孫
が
穂
積

・
物
部

の
始
祖
と
し
て
師
木

の

 
地
に
栄
え
、
や
が

て

「
初
国
知
ら
し
し
天
皇
」
崇
神

の
出
現
と
な

っ
た
。
崇

 
神

の
外
戚
大
毘
古
命

や
建
沼
河
別
命
は
高
志

・
東
方
十
二
道

を
征
服

し
、
彼

 
ら
の
事
跡
が
後

に
丸
遡
氏

の

一
連

の
物
語
の
中

の

「
出
雲
征
服
神
話
」

や
倭

 
建
命
伝
承

の
素
型
と
さ
れ
た
。

2

崇
神

の
異
父
兄
比
古
布
都
押
之
信
命
は
木
国

や
尾
張
と
縁
組
を
重
ね
、
木

 
国

の
強
力
化
を
進

め
た
。
(
尾
張
氏

の
祖
先

に
は
、
葛
木
を
含

む
名

の

老

が

 
 
 
 
 
 
(13
)

 
頻
出
し
て
い
る
)

3
 
春

日
は

ニ
ギ

ハ
ヤ
ヒ
が
師
木

に
降
臨
し
た
頃
、
既

に
日
向

と
繋
が

り
の
深

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(14
)

 
い
出
雲
族

の
地
で
あ

っ
た
。
彼

ら
は
、
「光

の
御
子
と
水

の
女
の
結
婚

に
よ
る

 
穂

の
御
子

の
誕
生
」
と

い
う
神
話
を
有
し
て
い
た
。
所
謂

「
十

一
王
の
父
」

 
と
し
て
の
日
子
坐
王
伝
承
で
あ
る
。

4
 
春

日
の
最
も
由
緒
あ
る
豪
族

サ
ホ
ビ

コ
が
、
天
皇
家

に
反
乱
し
て
滅
ぼ
さ

 
れ
た
時
、

サ
ホ
ピ

コ
の
甥

ホ
ム
ツ
ワ
ケ
は
後
楯

を
失

い
、
皇
位
継
承
は
丹
波

 
や
播
磨

に
本
拠
を
も

つ
丸
通
氏
系

の
オ
シ

ロ
ワ
ケ
に
移

っ
た
。
し
か
し
こ
の

 
頃

か
ら
葛
城
系
豪
族

の
力
が
強

大
と
な
り
、
や
が

て
彼
ら

の
擁
す
る
天
皇
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(15
)

 
出
現
す

る
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
れ
が
仁
徳

に
比
定
さ
れ

る
天
皇

で
あ
る
。

5
 

ボ

ム
ツ
ワ
ケ
は
大
毘
古

の
三
代
孫

で
あ
る
が
、

や
は
り
大
毘
古
三
代
孫

の

 
妻
を
持
ち
、
彼
ら

の
孫
が
忍
坂
大
中
比
売
命
と
大
郎
子
で
あ

る
。
前
者
は
、

 
仁
徳
の
末
子
允
恭

の
妃

と
な

っ
て
雄
略

を
生

み
、
後
者

は
継
体

の
曾
祖
父
で

 
あ
る
。
継
体

の
出
自
が
高
志

・
山
代
両
地
方

に
根
ざ
す

の
は
、
彼

の
祖
先
が

 
山
代

の
ホ
ム
ツ
ワ
ケ
と
高
志
制
圧
者
大
毘
古
の
子
孫
息
長
真
若
中
比
売

の
故

 
 

(16
)

 
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(円
 
臣
)

6
 
雄
略

は
葛
城
系

の
市
辺
忍
歯

王

・
眉
輪
王

・
都
夫
良
意
富
美
を
倒
し
て
、

 
皇
位
を
奪

回
し
た
。
ま
た
葛
城

一
言
主
神

と
の
対
決
を
回
避
し
て
、

「
春
日
」

 
の
伝
統

を
継

ぐ
王
者
と
し
て
の
地
位
を
定
立
し
た
。
又
彼

の
皇
后
若
日
下

王

 
は
日
向
系

の
仁
徳
皇
女
で
あ

り
、
そ

の
部

の
管
理
者
が

サ
ホ
ピ

コ
の
子
孫

で

 
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
「
春
日
」
に
繋
が
る
女
性

と
思

わ
れ
る
。

7
 
雄
略
妃
衰
仔
比
売
は
丸
逼
氏

で
あ

っ
て
春
日
に
住

ん
で
い
る
。

サ
ホ
ピ

コ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(17
)

 
以
後

の
春

日
の
地

に
勢
力
圏

を
移

し
た
丸
蓬

氏
は
、

こ
の
地

の
神
話
や
伝
承

 
を

よ
く
吸
収

し
た
。
天
武

の
命
令

に
よ
る
皇
統
譜
再
編
成

の
際
、

ホ
ム
ツ
ワ

 
ケ
を
核
と
し
て
応
神
と

い
う
天
皇
を
造
り
出
し
た
丸
通
氏

は
、
応
神
を
尾
張

 
氏

の
要
請

に
依

る
よ
う
な
尾
張
系

の
天
皇
と
し
て
で
は
な
く
、
丸
遍
氏
系
の

 
天
皇

に
仕
上
げ
た
。
日
子
坐
王
伝
承

に
丸
題
氏
系

図
を
組

み
込
ま

せ
、
そ
の

 
末
商

に
応
神

の
母
息
長
帯
比
売

を
置

い
た

の
で
あ
る
。

8
 
日
子
国
夫

久
命
や
建
振

熊
命

の
伝
承
を
持

つ
丸
遍
氏

は
、
彼
ら

の
戦
記
を

 
各

々
崇
神

記

・
仲
哀
記

に
嵌
め
込

み
、
本
来

の
大
毘
古
命

の
戦
記
を
払
拭
し

 
て
し
ま

っ
た
。
大
毘
古
命
の
伝
説
を
小
碓
命

の
事
跡

に
す

り
替
え
、
新
た
な

 
丸
遍
氏
系
倭
建
命
伝
説
を
作

っ
た
。

 

『
古
事
記
』

の
皇
統
譜

は
、
神

武
記
か
ら
崇
神
記

に
か
け
て
現

れ

る

も

の

と
、
天
武

の
系
譜
を
遡
行

し
て
至
る
系
譜

と
は

一
致
せ
ず

、
構
造
的

に
二
つ
の

皇
統
譜
を
持

つ
。

こ
の
崇
神
を
初
代
と
す

る
系
譜
と
、

応
神
を
実
質

上
の
初
代

と
す
る
系
譜
と
を
、

互

い
に
相
対
的
存
在

と
し
、
個

々
の
氏
族
を
超

え
た
全
体

像
と
し
て
、
神
武
と

い
う
仮
構

の
天
皇
が

必
要
と
さ
れ
た
。
し
か
も
、
天
武

の

祖
応
神

の
正
統
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
為

に
、
応
神

の
お
も
ざ
し
や
応
神
記

の
モ

テ

ィ
ー

フ
は
よ
り
多
く
、
神
武
及
び
そ
の
父
や
祖
父
さ
ら

に
天
孫
降
臨

の
記
事
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に
反
映
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
即
ち
神
話
化

さ
れ
た
も
う

ひ
と

つ
の
応
神
記
な

の

で
あ

る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
根
底

に
は

「
春

日
の
神
話
」
が
在

っ
た
の
だ

っ
た
。

 

「
日
子
坐
王
」
系
譜
、
そ
れ
は
古
事
記
成
立

の
基
幹
と
な

っ
た

も

の

で

あ

り
、
古
事
記
の
構
想
は
こ
こ
か
ら
発
展

し
て
い

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

注1
 

『天
皇
系
譜
と
古
事
記
の
構
造
-

潜
在
す
る
叙
事
詩
1

』
「三
田
國
文
第
八
号
」

 
S
六
二
・
十
二

2
 
天
孫
の
名
は
そ
の

一
部
に
、
穂
あ
る
い
は
同
音
の
火
、
さ
ら
に
食
物
に
因
む
音
を

 
持

っ
。

 
天
之
忍
穂
耳
命

・
天
之
菩
卑
能
命

(紀
に
天
穂
日
命
)

・
番
能
遍
遍
芸
命

・
天
火
明

 
命

・
火
照
命

 
火
須
勢
理
命

・
火
遠
理
命

(亦
名
穂
穂
手
見
命
)

・
五
瀬
命

(記
伝
は
厳
稲
と
解
す

 
る
)
・
稲
氷
命

(紀
に
稲
飯
命
)
・
御
毛
沼

(御
食
)
命
等
。

「神
武
天
皇
」
西
郷
信

 
綱

・
『古
事
記
研
究
』
S
四
八

3
 
吉
田
敦
彦

『日
本
神
話
の
特
色
』
S
六
〇

4
 
順
に
 
夫
木
和
歌
抄
二
〇
三

・
順
徳
院
 
夫
木
和
歌
抄
九
九
九

・
正
三
位
季
経
卿

古
六
帖
三
二
五
四
・
人
丸

続
後
拾
遺
和
歌
集
四
二

・
山
階
入
道
左
大
臣

新
勅
撰

 
和
歌
集
十
入

・
曾
禰
好
忠

5
 
続
後
拾
遺
和
歌
集
五
八

・
大
納
言
公
実
 
古
今
和
歌
集
十
七

・
よ
み
人
し
ら
ず

6
 
折
口
信
夫

『水
の
女
』
 

全
集
二
巻

7
 
崇
神
記
に
目
子
坐
王
を
丹
波
に
遺
し
て

「玖
賀
耳
之
御
笠
を
殺
さ
し
め

た
ま

ひ

 
き
」
と
あ
る
の
は
そ
の
伏
線
と
言
え
よ
う
。
ク
ガ
ミ
ミ
ノ
ミ
カ
サ
を
殺
し
た
の
は
む

 
し
ろ
ピ
コ
ユ
ム
ス
ヒ
命
で
は
な
か

っ
た
か
。
尚
、
西
村
享
先
生
の

『古
代
丹
波
の
研

 
究
』 

「慶
応
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
紀
要
1
」
S
四
五
に
よ
れ
ば
、
古
代
丹
波

 
の
支
配
者
は
彦
火
明
命
の
喬
海
部
直

(尾
張
連
と
同
祖
)
で
あ
り
、 

「
日
子
坐
王
や

道
主
命
の
血
統
が
奈
良
朝
ご
ろ
の
丹
波
を
支
配
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も

 
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
時
代
に
編
纂
せ
ら
れ
た
古
事
記
や
日
本
紀
は
、
丹
波
に
関
し
て

 
日
子
坐
王
や
道
主
命
の
名
を
大
き
く
印
象
づ
け
て
い
る
」 
「天
孫
本
紀
と
海
部
直
の

家
の
系
図
と
が

一
致
す
る
と
い
う
点
は
無
視
で
き
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
丹
波
の
支

 
配
勢
力
と
し
て
こ
の
二
種
の
も
の
の
間
に
あ
る
断
層
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う

 
か
。
古
代
丹
波
に
つ
い
て
の
ひ
と
つ
の
大
き
な
謎
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

8
 
20
頁
の
表
参
照
。

9
 
推
古
紀
二
十
八
年

「是
歳
 
皇
太
子
嶋
大
臣
共
議
之
 
録
天
皇
記
及
國
記
臣
連
伴

造
國
造
百
八
十
部
拉
公
民
等
本
記
」
と
あ
り
、
皇
極
紀
四
年
六
月

「己
酉
 
蘇
我
蝦

夷
等
臨
訣
悉
天
皇
記
國
記
珍
寳
舟
史
恵
尺
即
搾
取
所
焼
國
記
而
奉
献
中
大
兄
」
と
あ

 
る
。

10
 
推
古
紀
三
十
三
年
十
月
に
次
の
対
話
が
あ
る
。

蘇
我
馬
子

「葛
城
縣
者
 
元
臣
之
本
居
也
 
故
因
其
縣
為
姓
名
 
是
以
翼
之
常
得
其

縣
 
以
欲
為
臣
之
封
建
縣
」 

天
皇

「今
朕
則
自
蘇
何
出
之
 
大
臣
亦
為
朕
舅
也

故
大
臣
の
言
依
る
言
牟
夜
不
明
日
言
牟
日
不
晩
 
何
辞
不
用
 
然
今
朕
之
世
頓
失
是

縣
 
後
君
日
愚
擬
婦
人
臨
天
下
以
頓
亡
其
縣
 
豊
濁
朕
不
賢
耶
大
臣
亦
不
忠
 
是
後

 
葉
之
悪
名
」
則
不
聴

11
 
『古
代
歌
謡
を
ひ
ら
く
』
士
橋
寛
 
S
六

一

12
 
万
葉
集
巻
十

一
・
二
六
三
九

「葛
城
の
襲
津
彦
真
弓
 
荒
末
に
も
頼
め
や
君
が
名

 
告
り
け
む
」

13
 
『月
立
ち
に
け
り
』
守
屋
俊
彦

「古
事
記
年
報
二
七
」
S
五
九
に
次
の
指
摘

が

あ

 
る
。

 

「尾
張
氏
に
は

一
つ
の
注
目
す
べ
き
現
象
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
大
和
の
葛
城
地

方
の
女
性
と
し
ば
し
ば
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
代
旧
事

 
本
紀

(天
孫
本
紀
)
に
よ
れ
ば
ま
ず
天
火
明
命
か
ら
三
世
の
孫
に
あ
た
る
天
忍
人
命

が
葛
木
出
石
姫
と
結
婚
し
、
四
世
の
孫
の
建
額
赤
命
は

「葛
城
尾
治
置
姫
為
妻
 
生

 

一
男
」
を
、
ま
た
天
都
目
命
は
葛
木
避
姫
を
妻
と
し
て
二
男
を
生
み
、
七
世
の
孫
の

建
諸
隅
命
も
葛
木
直
祖
大
諸
見
足
尼
の
女
子
の
諸
見
己
姫
を
妻
と
し
て

一
男
を
生
む

 
な
ど
、
次
々
と
葛
城
地
方
の
女
性
と
結
婚
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
に
関
連
し
て
い

 
え
ば
、
四
世
の
孫
の
溝
津
世
襲
命
は
別
名
を
葛
木
彦
命
と
云
い
、
建
諸
隅
命
の
妹
の

 
大
海
人
姫
命
は
葛
木
高
名
姫
命
と
云
う
な
ど
、
葛
木
と
い
う
名
を
持

っ
て
い
る
。
何

一19一



〆

出
雲
神
話

そ還須
の り勢

父入理
に り比

白て売
し)出
し で
く 見
  て

(目
合
為
て
相
婚
ひ
た
ま
ひ
て

「甚
麗
し
き
神
来
ま
し

つ
」
と
ま
を
し
き

爾
に
其
の
大
神
出
で
見
て

「此
は
葦
原
色
許
男
と
謂
ふ
ぞ
」

 
 
即
ち
喚
び
入
れ
て

と
告

り
た
ま
ひ
て

其
の
蛇
の
室
に
寝
し
め
た
ま
ひ
き

応

神

記

(応
神
)

木
幡
村
に
至
り
坐
し
し
時

に
遇
ひ
き

麗
美
し
き
嬢
子
其
の
道
衝

爾
に
天
皇
其
の
嬢

子
に
問

ひ
て
日
り
た
ま
ひ
し
く

「汝

は
誰
が
子
ぞ
」

し
く

と

の
り
た
ま

へ
ば

 
答

へ
て
白
し

「丸
遍
之
比
布
禮
能
意
富
美
の
女

比
売
ぞ
」
と
ま
を
し
き

名
は
宮
主
矢
河
枝

天
皇
即
ち
其
の
嬢
子
に
詔
り
た
ま
ひ
し
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

汝
が
家
に
入
り
坐

「吾
 
明
比
還
り
幸
で
ま
さ
む
時

さ
む
」
と
の
り
た
ま
ひ

故
 
矢
河
枝
比
売
委
曲
に
其
の
父
に
語
り
き

是
に
父
答

へ
て
日
ひ
け

ら
く

「是
は
天
皇
に
坐
す
那
理
、
恐
し
我
が
子
仕

へ
奉
れ
」

と
云
ひ
て
 
其

の
家
を
厳
筋

り
て
候
ひ
待
て
ば
明

日
入

り
坐
し
き

日
向
神
話

豊
玉
比
売
命
奇
し
と
思
ひ
て
出
で
見
て
乃
ち
見
感
で
て

合
し
て
其
の
父
に
白
し
し
く

目

「吾
が
門

に
麗
し
き
人
有

り
」

と
ま
を
し
き

爾
に
海
神
 
自
ら
出
で
見
て

「此
の
人
は
天
津
日
高
の
御
子
虚
空
津
日
高
ぞ
」

即
ち
内
に
率
て
入
り
て

と
云

ひ
て

美
智
の
皮
の
畳
八
重
を
敷
き
亦
繊
畳
八
重
を
其
の
上
に
敷
き

 
其
の
上
に
坐
せ
て
百
取
の
机
代
の
物
を
具

へ
御
饗
為
て

 
即
ち
其
の
女
豊
玉
比
売
を
婚
せ
し
め
き

(ニ

ニ
ギ
命
)

笠
沙

の
御
前
に
麗

し
き
美

人
に
遇

ひ
た
ま
ひ
き

爾
に

「誰
が
女
ぞ
」
と
問
ひ
た
ま

へ
ば

 
答

へ
白
し
し
く

「大
山
津
見
神
の
女
 
名
は
神
阿
多
都
比
売
亦
の
名
は

木
花
之
佐
久
夜
比
売
と
謂
ふ
」
と
ま
を
し
き

叉

「汝

の
兄
弟
有
り
や
」

と
問

ひ
た
ま

へ
ば

売
在
り
」
と
答

へ
白

し
き

「我
姉
石
長
比

爾

に
詔

り
た
ま

ひ
し
く

「吾

 
汝

に
目
合
せ
む
と
欲
ふ
は
奈
何

に
」
と

の
り
た
ま

へ

ば

「僕

は
得
白
さ
じ
 

僕
が
父
大
山
津
見
神
ぞ
白
さ
む
」

故
 
其
の
父
大
山
津
見
神
に
乞
ひ
に
遣
は
し
た
ま
ひ
し
時

大
く
歓
喜
び
て
其
の
姉
石
長
比
売
を
副

へ

百
取
の
机
代
の
物
を
持
た
し
め
て
 
奉
り
出
し
き

 
れ

に
し
て
も
、
尾
張
氏

は
大
和

の
葛
城
地
方

と
何
か
深

 

い
関
係
が
あ

っ
た
よ
う
に
み
え
る
。」

そ
し
て
松

前

健

 
氏

の

「葛
城
高
尾
張
の
尾
張
氏
は
本
国
と

の
連
絡

に
任

 

じ
て
い
た
出
先
機

関
」
と
の
説
に
賛
成

し

て

お

ら

れ

 

る
。

14
 

『山
背

の
出
雲
臣
と
鴨
氏
と
』
山
根
惇
志

「
立
教
高
校

 
研
究
紀
要
十
」
S
五
四

15
 
播
磨
風
士
記
に
、
景
行
が
度
子

に
舟
を
出

す
よ
う
命

 

じ
た
と

こ
ろ
、 

「我
は
天
皇

の
賛
人
た
ら
め
や
」
と
嘱

 
か
れ
、 

「朕
公
、
さ
は
あ
れ
ど
猶
度
せ
」

と
天
皇
が
下

 
手
に
出
て

い
る
場

面
が
あ
る
。

こ
の
不
遜

な
度

子
が
紀

 
伊

の
国
人
小
玉
で
あ

る
。
彼

の

「我
は
天
皇

の
賛

人
た

 
ら
め
や
」
と

い
う
言
葉

の
背
景
と
し
て
、

オ

シ
ロ
ワ
ケ

 

の
時
代
に
紀
国
は
天
皇

の
支
配
圏
外
に
あ

っ
た
と
い
う

 
想
像
が
可
能
で
あ
る
。

オ
シ

ロ
ワ
ケ
或

い
は
そ
の
子
の

 
時
に
、
皇
位
は
紀
国

乃
至
葛
城

の
豪
族
の
擁
立
す
る
人

 
物
に
移

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
仁
徳

に
比
定

で
き
る

 
天
皇

の
出
現
で
あ
る
。
但

し
筆
者
は
仁
徳

そ
の
も
の
は

 
架
空

の
天
皇
と
思

っ
て

い
る
が
、
詳
細

は

別

稿

に

譲

 

る
。
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『応
神
王
朝

の
衰
亡
』
加
藤
謙
吉

「雄
略
天
皇

と

そ

の
時
代
」
s
六
一ニ

ー7

 
『春

日
氏
族

の
研
究
』
太

田

亮

「神
社
協
会
雑
誌
」

 
T

二
～
三
は
、
丸
遍
氏
以
前

の
春

日
の
地

の
支
配
者
を

 
春

日
県
主
と
し
て

い
る
。
詳
細

で
教
示
さ
れ
る

こ
と
の

 
多

い
論

で
あ
る
が
、
筆
者

は
先
住

の
民
は
出
雲
族
、
支

 

配
者

は
鴨
氏

の

一
族
と
見
て

い
る
。
日
子
坐
王
が
鴨

県

 
主
等

の
祖

の
位
置
を
担

っ
て

い
る

こ
と
や
、
ホ

ム
ツ
ワ

 

ケ
と
ア
ヂ

ス
キ
タ
カ

ピ
コ
ネ

の
肖
像

の

一
致
、
書
紀
や

 

旧
事
記

の
神
武
天
皇
妃
と
鴨

氏
の
並

々
な
ら

ぬ
関
わ
り

 

な
ど
を
踏

ま
え

て
考
え

る
と
、
そ
う
結
論

せ
ざ

る
を
え

 

な

い
。

こ
れ
に

つ
い
て
は
別
に
論
じ
た

い
。
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補
注
1

 
吉
井
巌
氏
が

『ホ
ム
ツ
ワ
ケ
王
』
「天
皇

の
系
譜

と
神

話

二
」

(S
五

一
)

に

お

い

て
、
ホ
ム
ツ
ワ
ケ
と

ホ
ム
ダ
ワ
ケ
が
同

一
天
皇
像

で
あ
り
、
前
者
を
定
立
し
た
の
が
蘇

我
氏

で
あ
ろ
う
と

の
推
論
を
加

え
て
お
ら

れ
る
。
但

し
氏
は
、
倭
建
命
系
譜
の
中

に
大

毘
古
命
系
譜
を
見

て
は

お
ら
ず
、
そ
の
ま
ま

ヲ
ウ

ス
命
系
譜

と
し
て
捉
え
、
息
長

田
別

王
と
代
俣
長
日
子
王
と

の
親

子
関
係
等
を
初
め
と
し
て
現
皇
統
譜

の
大
部
に
息
長
氏

の

作
為
を
見
て
お
ら

れ
る
。
し
か
し
筆
者
は

そ
も
そ
も
息
長
氏
が
独
立
し
た
氏
族

と
し
て

存
在

し
た
か
ど
う
か
疑
問
視
し
て

い
る
。
息
長
帯
比
売
命
の
系
譜

の
始
祖
は
丸
遍
氏

オ

ケ

ツ
ヒ
メ
で
あ
り
、
息
長
水
依
比
売

の
子
孫

に
は
息
長
を
冠
す

る
者
は
出
て

い
な

い
。

ま
た
、

一
氏
族

の
小
手
先

の
細
工
が
、
国
家
的
事
業

で
あ
る
皇
統
譜

の
創
造
に
闊
入
す

る
余
地
が
あ

っ
た
と
も
思
わ
れ
な

い
。
少

な
く
と
も
、
現
皇
統
譜

の
北且
凧
に
な

っ
て
い

る
尾
張
氏
の
系
譜

の
精
緻
さ
や
、
物
語

や
歌

に
現
れ
る
丸
遍

氏
色

の
強
さ
に
比
べ
る
と

息
長
氏

の
痕
跡

は
希
薄

で
あ
る
。
尾
張
連

や
丸
遍
臣
が
壬
申
の
功
臣

で
あ
る

こ
と
は
、

例
え
ば
前
者
に

つ
い
て
続
日
本
紀

天
平
宝
字
元
年
十

二
月

「従
五
位
上
尾
治
宿
禰
大
隅

壬
申
功
田
四
十
町
」
や
翌
年
四
月
の

「初
尾
張
連
馬
身
以
壬
申
功

先
朝
叙
小
錦
下

末
被
賜
姓
 
其
身

早
亡
 
於
是
馬
身

子
孫
並
賜
宿
禰
」
等
に
伺

え
る
。
し
か
し
、
尾
張

氏
や
丸
遍
氏
が
古
事
記
に
濃
く
現
れ
る
の
は
、
彼
ら

の
壬
申
の
功

の
故

で
は
な
く
彼

ら

出
自

の
皇
妃

を
輩
出

し
た
為
、
彼
ら
が

天
皇
譜

に
結
び

つ
き
得

た
か
ら

で
あ
る
。
皇
統

譜

の
作
成
と
は
古
事
記

の
根
底
的

な
構
想

の
産
物
な

の
で
あ
る
。

 

補
注

2

 

応
神
と
ボ
ム
ツ
ワ
ケ

の

一
致

を
傍

証
す

る
も

の
と
し
て
、
さ
ら
に

一
つ

「イ
ザ
ノ

マ

ワ
カ
王
」
が
あ
る
。
応
神

の
子
女

は

「廿
六
王
な
り
男
王
十

一
、
女
王
十
五
」
と
記
さ

れ
る
が
、
実
際

に
は
男
王
が

一
名
多
く
十

二
王

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
高
木
之
入
比
売

の
子
伊
奢
之
真
若
命
と
葛
城

の
野
伊
呂
売

の
子
伊
奢
能
麻
和
迦
王
は
同
名

で
あ
り
、
同

一
人
物

で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
高
木
之
入
比
売
は
尾
張
氏
の
流
れ

で
あ
り
、
尾
張
氏

と
葛
城

の
地
名
が
混
交
す
る

こ
と
は
先

に
述

べ
た
。
ま
た
伊
奢

麻

和

迦

王

の

「麻
和

迦

」
の
表
記

は
、
古
事
記
中

こ
れ
が
唯

一
の
例

で
あ

る
。
他
に

「
マ
ワ
カ
」

の
付
く
名

は
、
崇
神

の
皇

子
伊
邪
能
真
若
命

・
息
長
真
若
中

比
売

・
弟

日
売
真
若
比
売

・
品
陀
真

若
王

(高
木
之
入
比
売

の
父
)
・
真
若

王

(景
行

の
皇
子
母
は
伊

那
毘
能
若
郎
女
)
・
真

若

王

(仁
賢

の
皇
女
母
は
春

日
大
郎
女
)

の
六
名

で
あ

り
、

い
ず
れ
も

「真
若

」
の
表

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
モ 
モ 
、

記

で
統

一
し
て
あ
る
。

一
方

「麻
和
迦
」

の
表
記
は
上
宮

記
に
弟
比
売
麻
和
加

・
母
々

恩

己
麻
和
加
中
比
売
等
が
見
え

る
。

つ
ま
り
応
神

の
系
譜
を
上
宮
記

に
準
じ
る
資
料

か

ら
引

い
て
、
尾
張
氏
の

一
貫

し
た
系
譜
に
繰

り
入
れ
た
時
、
元
の
野
伊
呂
売

の
系
譜
を

消

し
忘
れ

て
し
ま

っ
た
が
故

の

「
イ
ザ

ノ
マ
ワ
カ
王
」

の
重
出
と
な
り
、

十

一
王
が
十

二
人
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
と
思

わ
れ
る
。
さ
ら
に
葛
城

の
野
伊

呂
売
と
は
孝
元

記
に
あ

る
建
内
宿
禰

の
女
怒
能
伊
呂

比
売
と
、
音
に
お

い
て
ま
た
葛
城

の
名

に
お

い
て

一
致
す

る
。
怒
能
伊
呂
比
売
は
葛
城

ソ
ツ
ヒ

コ
の
妹

で
あ
り
、
彼
女

の
祖

父
の
妻

の

一
人
は
尾

張
連
祖
葛
城
高
千
那
比
売

で
あ

る
か
ら
、
彼
女
が
尾
張
氏

の
流

れ
で
あ

る
可
能
性
も
あ

る
。
怒
能
伊
呂
比
売
は
ま
さ
に
ホ
ム
ツ
ワ
ケ
と
同
世
代

に
当
た
る
。
彼
女

を
葛
城

の
野

伊
呂
売
と
同

一
人
と
し
て
系
譜
を
書
く
と
、
次

の
よ
う
な
面
白

い
現
象

を
発
見
す
る
。

つ
ま
り

四
代

に
渡

っ
て

「イ
ザ
」

の
名
が
続
く
。

崇
神

窄

「
賛

""

ミ

マ
ツ

ヒ

メ

 
 

二

伊
奢
沙
和
気

T一 徳

纂
霜箒

イ 1
ロ 伊イ

ヒ 奢ザ
メ 能・

 仁 羅

  聖

 

-
葛
城
ソ

ッ
ピ

コ
ー

石
日
売
命

(履
中
)
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